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んがみ，当然林業振興基本法のごとき法案の準備が必要
としても，基本対策は法案要綱を作るのではなくして，

その一つ手前の法案要綱検討のための素材として，林業

行政の各汎にわたる基本的な方向づけを行なうことを主

眼としたのである。このような取り扱いをしたのは，韮

本法の内容についての定説が確立されていないことと，

法案立案にあずかる関係者の意識の統一が必要と考えた

ためである。

以上の前提をおいて囲められたこの林業握興基本対策

試案は，一読してわかるようにごく平板的な，アクセン

トのない各種施策の羅例に帰した観があるが，あえて弁

解するが，前提の第3にあげたごとき目的で諸施策のあ

り方を検討したため，林野行政の各分野間の均衡保持を

重視せざるを得なかったことが最大の理由といえるであ

ろう。

林業振興基本対策試案の概要

基本対鱗は，以下述べる9項目の主題に分けて記述し

ているが，内容的には第1の生産対策，第2の林業機造

改善対策，第5価格嚇鼠対策および第8の行財政投融蛍

の拡大等を主軸に考えている。

それというのも，基本対策の基盤というべきわが国林

業の現状認識土，磯林漁業基本問題調査会における分析

と全く同一で，わが国の7割近い区域を基霊とする林業

が，木材の経済的な供給や林業従事者の所得増大ないし

生活水準の向上に，十分に寄与していない現状を是正し

て，国民経済の成長発展と社会生活の進歩向上に即応し

た林業の発展と林梁従瑚者の社会的地位の向上を図るこ

とを，林業政策の基本的あり方としているのである。そ

のための林業行政は，木材需要の増大と需要溝造の変化

の見通しに即応して，生産の増大と生産性の向上を目的

とする生産対策，およびこの生産対策の実効を確保し，

あわせて林業従事者の所得の増大を実現するための個別

経営の近代化を強力に推進することを主軸として櫛成す

べきであり，それらと併行して，若干現在の林業行政の

枠から外れても林業経営に決定的な関連をもつ木材価絡

対策とそれにつらなる流通関係諸施策の抜本的改善の必

要を重視しているのである。もちろん以上の錆施策を実

行するための国の財政措協の拡充強化も雌視できなし､。

この基本対策は，おおむね以上のごとき判断にしたが

ってこれらの4項目を主軸に，その他の重要施策を付加

して9項目に分類，検討したもので，以下主要点の内容

を説明する。

対策の第1にあげた生産の増大と生産性の向上の項

は，林業生産関係諸施策のあり方として，林道の開設，

改良の稜極化，造林の推進，森林保護の強化と森林保険

制度の改善，枝術の高度化，機械の導入促進および木炭

生産の合理化等の必要を強調してし､る。

林業振興基本

対策試案

一一孟一ョ当る－勺＝"』－－－，■■一一一P･一画q‐ず一P､●一・ｰ

横 瀬誠之

林業振興基本対策立案の基準

去る第40国会における森林法の一部改正法案の審議に

際して，衆議院が8項目の付帯決議をつけ，参議院では

農林政務次官が次期溺常国会に林業振興のための基本

的法制の審議を予告したこともあって，去る6月以来林

野庁企画室を中心に検討してきた林業振興のための基本

的施策の試案が，10月26日に開かれた中央繊林審議会に

おいてほぼ原籍菌り決定され，磯林大臣に対し答申され

た。形式的には．この答申に基づく林野庁の実行施策を

林業振興基本対策と呼ぶべきで，それがいまだに磯林省

内部で決定していなし硯段階で，一試案の内容を述べる

ことは不適当と考えるが，求めにより中央森林審議会に

はかったメモを素材として，林業振興基本対策試案の内

容を紹介する。

林野庁が林業振興基本対策を準備したのは，二つの目

的があったのである。第1は冒頭に述べたごとき国家方

面の要望にこたえて林業振興のための基本的法制立案の

械討材料として，今後の林業行政のあり方薩整序する必

要があったことである。第2には中央森林審議会が，昭

和ろ"同2月に俊林大臣から諮問された林業振興のための

基本的施策につし､ての答申を審議決定することになった

のに対応して、林野当局の見解を表明しようとしたこと

であった。

ところでこの基本対策は，以下述べる前提条件をおい

て検討されたものである。第1点は，鴛飛にかかげる施

策は，原則として5～10年の中に実行可能とみこまれる

ものに限ったのである。行政担当官庁がとり上げる対策

が観念的な理想案に止まることは不適当と考えた故であ

る。第2点は，さきに決定されている股林漁業基本問題

調蘇会の｢林業の基本問題と基本対策｣を，本対策の検討

の基礎にしたことである。前記基本対策については，林

裳関係者の間に，観念論にすぎるとか，偏向があるとか

の批判がなされているが，斯界の権威者が総理大臣へ答

申したものを，行政官庁が冒頭から否定してかかるよう

な取り扱いをすることは，許されるべきことでなく，む

しろ職極的に具体化を推進すべきものと考えて，この方

針を採ったのである。第3点は本問題の発端の経緯にか

＝
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ゆ
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検 瀬：林業振興基本対簸試案
一

林道の開設改良の稜翻上は，林業生産の増大の必要に

こたえて奥地未利用林の開発を急ぐとともに，林業の生

産性の飛躍的向上にそなえて，森林地域の交通条件の改

善整備につき格段の努力が必要と考えたものである。近

年林道の開設は、国有林民有林を通じて停滞気味で，特

に農林漁業金融公庫からの融盗による開設は､年間1～2

件に止まっている。それにもかかわらず自動車道またば

森林鉄道まで1,500m以上離れている低位利用林地が，

国有林に320ZTha,民消林に390万haも現存し，その

開発には約9．4万kmの林道を開設しなければならず，

そのうち緊急を要するものが，今後10年分で国有林に

1.5万km,民有林にろ.7万kmもあるのである。これは

現在の開設テンポの約5割増に相当する。

林道はややもすれば，以上のような生産効果だけに着

目されがちであったが，近年の労働事情の変化や生産性

向上のための林業用機械類の利用の必要から，林産物の

澱出路としてのみ把えきた林道の考え方を，広く林業経

営全般の近代化を支える埜本的施設として整備する方向

での行政の娠換が必要である。具体的には林道助成の採

択基準を林業経営におよぼす経済効果によって判定する

ように決めるほか，地元負担峰減のための国庫助成の強

化等が検討されねばならない。また従前の理解では，林

産物の搬出後はI開咽的に利用度が低下するため比較的軽

視されがちであった。林道の維持管理のあり方も，恒久

施設としての役割が蝋大するのに対応して，開設主体の

問題と合わせて，維持管理体制の整備強化を積極的に推

進すべきことが強調されている。

造林の推進が，人エ造林地の拡大を重点にするのは，

従前と同様であるが，特に林業経営の収益性の改善と小

規模森林経営の健全化に対する効果を重視して，早期育

成林業の成立助成に留意し，具体的には密植細E,-早

成樹種の導入等に対して適切な助成を与えることが強調

されている。韮本対嬢の文面には明記していないが，造

林助成のあり方には重大な難問が介在していることを指

摘しなければならない。すなわち造林に対する補助金の

必要性と補助率の適正化，および輔助と融資の対象の整

序ということである。現行の補助制度は，造林者に対し

て新随費の4割について，閥と県が共同で橘”金を与え

ているが，木材価格の澗騰や，早期育成林業技術の導入

に伴う収益性の向上の捕助率にむすびつけた場合に4割

の補助が，今後も許されるか，という疑問である。もち

ろん補助率の水準はとにかく明確さを欠くのは事実であ

り，それほど配噸する必要はないのかもしれないが，少

なくとも山林地主が一般に細§ﾘを受けていることをかん

案すれば，無差別に造林者に対して補助を行なうことに

は，遠からず抵抗が起ると考えるのが妥当ではなかろう

か。それには補助と融賛の適用の基準を明らかにすべき

である。目下検討中の対象区分調査に基づく造林助成施

策の再編成を期待してやまない。

造林事業にあっても労働生産性の向上は軽視できない

要請である｡しかし峻嶮な地勢が最後まで機械導入を強

く制約することが予想されることから，造林事業の収益

性の向上のため種簡生産の近代化を積極的に推進するこ

とを披討する必要がある。わが国の種苗生産は，大部分

が零細生産者によって行なわれ，そのため裸労働力に依

存するところが大きい。それだけに造林の根本を定める

優良種徽の豊富低廉な供給を実現する余地はきわめて大

きいともいえるのである。近代的苗畑による集中生産を

目途とする種苗行政の展鰐が要望されるゆえんである。

その一環として，種子採取から種苗検査にし､たる品質管

理を強化するとともに，種苗生産者の協業の助長等によ

る経営改善施策の確立に特段の蛎待をよせたのが，対策

の越旨である。

人エ造林地の拡大は，森林保護の強化によって保全す

る必要がある。単純な一斉造林地における被害の未然防

止を目的とする森林病虫害の発生予察の体制的確立がし、

そがれるのである。森林保険制度の改善は，保険料率を

引下げて加入を贈加するほか，保険対象を森林病虫害や

苗畑蛎業にまで拡大することを期待しているもので，こ

のうち保険対象の拡大は，保険事業の基本である統計数

値の不備とあって，若干の検討期間が必要かと考えてい

る。

技術の高度化は，限られた資金と能力とを行政に有効

に活用する見地から，当面急を要する技術問題の解明に

集中的な研究能力の投入を期待したもので，次の機械の

導入促進は．薬剤類の開発をも含めて，林業機械の研究

を大幅に促進するとともに，現在実施されている林業凝

械の導入に対する国の助成を，質量両面にわたって拡充

するほか，助成の対策を森林組合以外に拡大する方向で

の改善を期待しているのである。具体的には，事実上拒

否されている林産関係者の機械導入に対する公庫織賛を

讃鰄上することが提案の内容である。

対策の第2にあげた林業概造の改善は，初めに記した

とおり，林業経営幟造の近代化を中心にして組み立てら

れ，細部では，林業労働の質の違いから区分した家族労

働力による経営と雇用労働力による経営とに2分したそ

れぞれの経営のあり方の近代化，協業の助長および入会

林野の権利関係の近代化の4項目に区分されている。

ここで労働力の質により林業経営を分けたのは，近年

における地すべり的な山林労働力の流鴎を背景とした柊
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て営まれる林業経営も，あまりにも規模が小さい者は，

森林を自給資材の給源とみるか、かりに造林する場合で

も収入の中断が長すぎて備蓄的な意図でしか造林せず，

このためいわゆる林業経営の意欲など持ちえない傾向に

あることが容易に予測できる｡しかし,これらの森林所有

者の94％に及ぶ者が農業を営んでしる事実は，問題をこ

の辺までの分析で目をおおうことを許さぬものがある。

何となれば農業基本法の制定によって確立された腱業

柵造の改謹は，営艇条件に劣る山林地域にあっても当然

撫進されねばならぬが，その際農業基本法第22条に定め

る盤業として林業問題を検討せざるを得なし､故である。

ところで対策の第2，林業構造の改善にあげた家族労

働力による凋業経営の近代化!ま，従前から問題になって

いたことで，具体的には森林組合の組織化がこの対策で

あった。本対策粥同様な意図も含めて協業化と計画的経

営への脱皮を採り上げているが，一面においては，多年

にわたる森林組合の育成謝上にもかかわらず，多くの組

合が依然休眠状態を脱してし､ない現状から，もっぱら森

林組合に依存して経営の改善を期待するのには少なから

ず無理があるとも考えているのである。協同組合が健全

に発展するためには，組合員の1人1人が林業経営に意

欲をもつことが不可欠であろうと考えているのである。

それにはすでに述べた統計分析からみて零細な所有者を

無制限に組合員に加えることを考える前に，ろ～5ha程

度の森林を保有できるように育成することを検討する必

要があり，それらの施簸の円滑な組み合わせによって初
めて小規模森林経営の近代化が期待できるとの認識のも

とに，特に経営基盤の整備を強調しているのである。

具体策として，分収造林契約のあっせん，林地取得資金

の融資，入会林野の椎利関係の近代化にある利用度の向

上および国有林野の椴総的活用等を列挙しているが，最

後の国有林の活用を，個人または集団に対して売払うの

か，または利用権の設定を許すことによって窺実活用に

供するのが適切であるのかとし､うことが，活用させる国

有林の所在や質の問題もからんで具体策は未決定であ

る。家族労働力による林業経営の近代化施策の内容は，

おおむね以上の通りを予定ているが，農林業併せて自立

しうる家族経営的林業経営の育成を中心とした股林漁業

基本問題調査会の林業華本対策とは，特定階層の育成を

意図することを標冒するか，否かだけの相違で，実質的

にば大きな認識の違いはな!、-ものと考えている。雇用労

伽力による林業経営には，公有林も含めて扱っている

が，この種の経営の近代化は，何をおし､ても家計と経営

の分離を重視しなければならない。そのため経営計”こ

よる計画施業の普及が必要である。さらに林業生産朧の

来の林業経営のあり方が，労働力の確保の難易により大

きく変化することを予想した結果である。一昨年行なわ

れた全国林業センサス調査の結果によれば，保有森林面

積において，造林労働では約20ha,伐木労働では約50

ha,両者を合計すれば約50haを境として，それ以下で

は家族労働力，以上では雇用労働力が過半を占め、1年

間のha当り労働投入量の絶対値は，小規模保蒋ほど多

く，たとえば造林労働では1ha未満層は10～15人,20

ha程度では約5人,200ha以上になると14人と減少

し，林産労働でも1ha未満届は11～22人であるのに，

20ha程度では5人,50ha以上になると0.8人と極端に

減少している。，j規模保有の林産労働には，薪炭生産労

働が含まれているのと，造林労働で憾過投入の傾向があ

ることが，このような大きな差になって現われたものと

考えられる。

この違いは，直ち＃こ林業経営の内容に顕著に園災する

ように考えられるが，その点では期待に反して明らかな

相異は把握しがたく，強し､ていえば，小規模保有ほど人

工林の占める比率の高し､割合の者が多く，林産関係では

ha当りの伐採通が多くて過伐傾向にあり，大規棋経営

では節伐の傾向があること位の連いしかうかがえない。

しかし造林，林産両方の労働力が質的に分岐する30ha

を境にして，それ以下を家族労働力による経営とし，こ

の上位階層を雇用労働による経営に分ければ，家族労働

力に依存する林業経営は，全国森林面積の31％，民有林

では46影を占め．事業体数に至っては89％と大多数がこ

の中に所脇するのである。林業行政において軽視しえぬ

ものがある。この階層に含まれる全数266万の経営のう

ち、1ha未満の零細経営が59影と過半を占めるのも一

大特色で留意を要するが，この保有面積は14％である。

これらの家族労働力による林業経営の水準を人工造林地

の占める比率によって検討すると，概して保有規模の違

いによる顕著な差異は認めにくいほどで，一見奇異に感

じるが,51]a未満の階層には人工林の皆無の者が4ろ％

もあるのにかかわらず．81影以上が人工林である者が25

％も存在していることが談みとれる。これに対して3～

5haの階層で!ま．人工林の皆無のものが23影,81%以上

人工林化した者が16影．平均人工化率詣影と．かなりの

質的な遮ﾚ､が認められる。

伐採，造林等の実行頻度もかなり差が認められ，一般

に経営規模の大きいほど植伐の纐度が高く,5ha未満の

階層では7．8年に1度位の割で造林や伐採を行なって

いるのに，5～10ha程度の経営は2年に1回造林し，

5年ごとに伐採する傾向がうかがわれる。

以上の諸指標を総合してし､える点は，家族労働によっ
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向上のため林業用機械の導入を積極的に助長すべきであ

るが，これらの施策を補助金によって荊錐することに

は，いわゆる山持ちに対する社会的な評価が，伐り惜し

み説に禍されて必ずしも正当でない現状においては，

抵抗が強く，やむなく指導行政をもって推進せざるを得

ないと考えている。具体化される推進策がいかになるか

は問題だが，それにもまして，林業労働力の確保策は，

この種の経営にとって最大の難問といっても過言でない

であろう。対策は雇用の安定化等林業労働条件の改善を

指摘しているが，良質な専業労働力を林業内部に保留す

るには，従前のごとき旧い雇用関係を一掃して．労働者

の地位の安定をも含めた一連の労務雇用施策を，労使両

面の立場から検討決定して，その実行を期する経営者の

決意が必要である。具体案としては，機械化による労働

の軽易化，通年雇用，さらには最低金制の採用等を前向

きの姿勢で検討すること等をあげられる。これまでとに

かく等閑視されていた問題だけに，多少時日を要するで

あろうが，林業経営の将来を決する重大問題であること

を卒直に認めて，この対策に向け関係者の総意が結集さ

れることを要請するものである。

林業構造改善の3番目にあげた協業の助長は，森林組

合の振興と相互に関連するが．ひとり小規模林業経営ば

かりでなく，雇用労働力に依存する大規模林業経営にあ

っても，労働力の確保その他についての協業の意義は否

定できない。ここでいう協業は，作業の共同他と経営の

共同化の2種類を合わせてとり上げている。このうち生

産森林組合による共同経営については，観念的には4親

模経営の生産性向上のための手段として理解できるが，

ほとんどが土地管理組合に近い生産森林組合の実態にか

んがみ，多くの期待はかけられぬとする見解もあって今

後の検討にかかる点が少なくないが，現行の生産森林組

合制度で定めている組合員と組合事業の従事者の資格を

定めた制限の緩和と，できれば現物出資に伴う税制の改

正が必要になるものと考えている。

入会林野の権利関係の近代化は，正反対の解釈が行な

われている入会権の法律問題には触れないで，大正9年

の官行造林法制定以来の林野行政の伝統に従い，入会椛

者の決定に基づき，入会林野を個人分別するか，あるい

は生産森林組合等による共同利用を助長して．法律以前

の入会権を事実上近代的な権利に移行させることによ

り，現在の利用状況の画期的改善を企図している。別途

幾林省内には，所在不明の入会権者がある場合に行政機

関の裁定により入会椎を解消させる提案がなされている

ため，それとの調整が必要になることも考えられるが，

事実上解消に近いケースが近年増加している現状認識に

立って，指導による解消を提起したのである。

基本対簸の第5，木材需給の円滑化と流通の合瑠上

は,理想としては､林業の使命が木材の経済的供給の確保

にあると断定する以上は，あるべき木材価格を決定し，

その水準の堅持を内容とする木材価絡の安定化を標冒す

べきである。しかしこのような価格水準をたとえ計算で

きても，現在の経済体制下ではそれを維持するだけの手

段がない。そこで対策は次善の策として木材需給の円滑

化を通じ木材価格の大幅変動を抑制するのが可能な限界

とみて，国の行政権が干与できる国有林材と外材を利用

して価格の安定化に努力することとしたのである。具体

策として掲げた国有林材の弾力的供給は，確かに机上で

は実行可能な提案であるが，特別会計制度をとっている

企業の立場からすれば，突然生産量を大幅に増減するこ

とはいうべくして行なえることではなく，国有林の経営

に関するる諸制度の抜本的改革なしにば，限られた範囲

でしかこの要請にこたえられぬものと推察される。外材

の場合はさらに困難で，物理的な制約条件である港湾貯

木場の整備は運輸省の所管であり，輸入業者の指導は通

産省の所管と万事他省の協力が必要である。輸入業者の

指導の方向としては，木材輸入組合の組織化により，輸

入量と価格の2点につき自主規正を強化することを予定

しているが,これまた多くを期待するのは困難であろう。

流通の合理化はなおさらむずかしい。戦後の時代的感

覚に支持されて，木材市売市場が各地に設立されてきた

が，現在は乱立傾向があらわになり，同時に森林組合と

木材業者等の利用部門との間に市場経営の主導権の狸得

をめぐる対立関係が処々に発生しきたことからして，な

んらかの市場対策の確立がいそがれているが，市売市場

関係者の意向が統一できぬ現状では，流通機榊の中での

木材問屋の位置づけにも関連して，なんらかの対策が実

行されるまでには，さらに検討の余地が大きく残されて

いるといわねばならない。

基本対策の第4，普及指尊の強化は改めて説明するま

でもないが．この問題をこの位徹においたのは，普及I舌

動が生産技術の普及ばかりでなく，経営改善や木材利用

合理化等の分野にまたがっていることを考慰した故であ

る。

第5の林業地域総合振興対策の推進は，林業が重要な

位置を占める地域において，農業構造改善事業と同様の

手続により，市町村長の発意によって林業難造の改善を

中心とする林業の総合振興計画を立てさせて，その実行

を含めて相当額の国費を投入する総合助成事業を行なお

うとするもので，ろ8年度以降10年間の継続事業を予定し

ているがかかって予算措置の成否いかんにかかる問題と
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いえる。のである。なおこの融賓制度の挺子として国と民間の共

第6の林業に関する団体の整備強化は，森林組合のほ同出溌による信用保証協会の設立と，信用保証の実施も

か，種苗組合や木材協同組合その他の林業団体を整備強計画されているが，これまた国の予算措置のいかんが股

化することにより，基本対策の推進に寄与することを意後の定め手になるおそれがある。

図しているが，国が一方的に枠を定められぬ問題でもあ最後の国有林経営の合劉上は，特別会計制度によって

るため，今後の情勢の展開いかんが決め手になるおそれ運営されている現在の国有林の経営を，企業的に一層合
がある。窓化せよというもので，それ自体はいわずもがなの事柄

第7の国土保全および水資源かん菱機能の確保は，林である。ここでいわんとしているのは，それよりもむし
業というよりは，森林の重要使命であるいわゆる国土保ろ前段の記述で，国有材軽営にとっては非合理化という
全機能の充実の必要を強調したもので，それ自体は説明べき木材の強力的供給や保安林その他奥地林の買入れ，
の要もないが，ここでは39年4月末日に失効する保安林のあるいは家族労働力による林業経営のための国有林の
整備臨時措置法の制定目的にかんがみ，保安林配備の適活用等は，企業体としての国有林ではなくして，国の所
正化を再調整することと，重要保安林を国が買い入れる有する森林としての使命なし､しはそれを国が所有する意
制度の恒久化を明らかにしたことが主な内容である。な義に照して，林業振興のため担うべき役割を定めたと解
お鱒で奥地林業で粗放な利用しかなされていない民有林すべきであり，自らの経営合郵このため，それらの目的
を国が買入れることを提案したのは，新しい考えであるに対する配慮に欠けることのないようにすべき旨を強調
が，粗放な森林経営による森林の保全機能の低下の防止したものである。なお林業振興のための基本的法律を国

を重視して，予防策の一助に考えたものである。会に提案する場合には，国有林の経営の合理化をこのよ

第8の行財政投融資の拡充等については，すでに述べ うな総体的な把み方でなしに経営の各分野にわたって検

たが，このうち林業振興資金制度の創設は新たな提案で討する必要があることを付言しておく。

ある。この制度は国が利子の一部を補給することによ以上で林業振興基本対策試案の要旨の説明を終える
り，金利の高し､農林中央金庫その他の金融機関の自己擬が，当初からの目標である林業振興のための基本的な法
金を，公庫資金に準じて林業経営に活用しようとするも律の立案には，なお相当の時日を要する見込みであるこ
ので，生産資金のほかに木材の流通資金α疎通を予定しとを記しておく。

てし､て，木材業方面から多大の期待がよせられているも
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第二回林業科学技術振興賞の公募について言ミ
ミ 曼

冒このたび林業科学技術振興所においては，昨年度より新企画事業としてとりあげました。林業ﾐﾐ 二
皇科学技術振興賞の第二回目の受賞候補者を公募することになりました。言
量すなわち,わが国林業,林産の試験研究に関する科学技術の振興に貢献する見込みのある試験号
：研究に対し，その奨励と促進に寄与し，併わせて研究者の日常の研鎖と努力に報いることが本賞；言
言授与の目的であります。 冒

畠そこでこのことを十分ご班馴¥のうえどうかこぞって，下記の要領によってご推薦下さるようこ言曽
冒 こに公告いたします。菖言
：なお推薦用紙のご請求ならびに細部については同所事務局にお問合わせ下さい。冒
皇1．応募の対象本賞の授賞対象は林業または林産技術の振興発展に貢献する見込みのある試験研究テミ
ミ 2．応募資格＝
盲（ｲ）応募者は原則として試験研究稜関(民間の研究部門を含む)ならびに大学等においで研究に従事する号
も の冒

胃向応募者の年令は40才以下とする｡共同研究の場合は主たる研究者が40才以下であればさしつえない。：
皇5．候補者の推薦方法推薦は試験研究機関,大学,学会,民間団体または3名以上のものにより，推瀧諜号
言 によって推蛎すること。言デ
ミ4．選考方法授賞の選蒲は本所内に設けられた林業科学技術振興賞審査委員会において行なう。§
：5．賞受賞は毎年'件とし，賞状および賞金'0万円を贈る。 亨

冒6．応募期限昭和ろB年1月末日までに到潜のもの 曽

皇7．応募推薦書2通（所定の推薦書使用のこと）学§
§8．送り先林業科学御断振興月澪務局あて（東京都千代用区6番町7番地森林記念館内）：
竜9．受賞者の発表昭和58年5月頃の予定害林業科学技術振興所員言
‐』0000110.WO叩…00浬岬,部0811"8』O↓･qMO01DO41ipbOOW008I8‘48･‘8110週0…obl8･躯'0噸,oOou900iD,,M48I1cb0uOOOOIlO･ID●08000000000011,181,川0…060W･10･0UIFOOOOOOOOOOO10PQOO10000GooQW'60Q801!0000000019･001q川･･000000IIP'Q0･0100000'"
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|Ⅲ|ⅡⅢ|ⅢⅢ|IIIIIIINⅢⅢ|11ⅢⅢⅢⅢ|I1I減少する。なお、従来木材の需要

は，織農材の比重が次第に低下す

しと る反面パルプ用材の比重が増加す

る傾向になっていたが，今後もこ

の傾向は強くなり，木材需要のう

ちに占めるパルプ用材の比率は，

鳫武行30年度19%,36年度24%であった
ものが，47年度には謡影に達す

る。さらに48年度以降は，木材の所得弾性値が遂次低下

しながらも，需要の総量は次第に増加し，他方木炭は年

間70万tの水準を維持し，薪は若干づつ減退する。

第1表需要量の見通し

蝉位；木材：百万In3T木炭：万t,薪：百万層積、踊）
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林産物需給の長期見通

全国森林計画について

ll1lllilⅢⅢllllllllllⅢⅢⅢlⅢⅢⅢⅢllllⅢⅢl1lillllllll1llillllllllllllllll

大 塚

本年4月に公布された改正森林法の第4条に定められ

ている「林産物の需給等に関する長期の見通I畠Jと「全

国森林計画」については，さる10月上旬に腱林大臣が中

央森林審議会と都道府県知事の意見を聞いて，10月31日

に決定のうえ公表するとともに，翌11月1日都道府県知

事に対して通知をした。

次にこの長期の見通しと全国森林計画の概要について

述べ，参考に供したい。

1，林産物の需給等に関する長期見通しについて

この見通しは，農林大臣が全国森林計画をたてるに際

して，そのよりどころとするべき睡要な林産物の需給

と国内の森林攪源の状況についての長期予測」であっ

て，今回は，昭和ろ8年度から77年度までの40年間につい

て予測が行なわれている。

（1）重要な林産物の需給の見通し

重要な林産物の需要の見通しは，10年間とそれ以降と

に分けて行ない，前者については，部門別の用途に区分

した木材と木炭および薪について，既往におけるそれぞ

れの消欝職と国民総生産等経済諸指標との関係を求め，

さらに圃民総生産の伸び等を見通して辮給量を推計した

が，包装用材，特殊用材等については，関連産業におけ

る木材消溌の動向等を勘案して推計した。11年目の昭和

48年度以降については，木材を部門別の用途に区分せず

一つにまとめて，これと木炭および薪について，所得弾

性値と国民所得の成長率を見通して，おおよその傾向を

推計した。このようにして，推計した滞要は，次のよう

になると見込まれる。

まず，既往の需要についてみると，木材は，終戦直後

の21年度において2,000万ul3程度であったものが,ろ0年

度には4,000万m3956年度には約6,000万rn8と急激に

増加しており，一方木炭は，32年度までは年間200万t

前後の水準を維持していたが，33年度から減退しはじ

め，36年度には，120万tになり，薪も，32年度までは

年間2,000万層穫Xn3前後の水準を維持していたが,33fF

度から減退しはじめ56年度には1,700万層穣m3になっ

ている。これに対して今後，47年度には，木材の需要は

8,500万nl3に達し．木炭は72万t,薪は1,400万層nl3に

~⑤

医~秀|木材｜氷墜｜薪年度
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（2）重要な林産物の供給の見通し

重要な林産物の供給の見通しは，国内の森林の伐採に

よるものと輸入によるものとについて行なった。国内の

森林の伐採のうち国有林野法による国有林と官行造林地

については，森林の生産力を増強する方針によって現在

編成されている国有林の経営計画と官行造林地の施業計

画を避礎にして，収穫保続をW縦とする保続計算により

伐採瞳を推計し，その他の国有林については，既往の伐

採量がそのまま持続するものとみなした。また，民有林

については，さまざまの経営が行なわれているので，画

一的な保統計算を行なうことが困難であるため，積極的

な森林施業が容易に行なえるであろうと考えられる森林

と集約な森林施業を行なうことが困難であろうと考えら

れる森林に分け，それぞれの森林における既往の伐採の．

傾向と今後生産力を増強するために行なわれる造林，林

道の開設等の事業の動向と左見通して伐採鐘を撒計し

た。なお，これらの推計には昭和70年度までに1,540万

baの人工林が造成されるとともに94,000kmの林道

が開設されることを見込んでいる。このようにして伐採

量を推計すると，34年から36年までの5年間の年平均の

第2表’伐採立ｵ鎌ｵ稜の見通し（単位：百万m3)

■
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大塚：林産物需給の長期見通しと全国森林計画について

伐採量7,700万m3に対して，58年度から47年渡までの

年平均は8,200万nl3となり,48年度以降も遂次増加し

て，68年度から77年度までの年平均は12,400万In3にな

ると見込まれる。

これらの伐採量から木材の供給量を推計すると，47年

度には6,000万rn3の素材と800万nl3の林地や工場の残

廃材の利用量が見込まれるので，1,700万Xn8の外材が輸

入できれば，前述の47年庇の木材需要8,500万m8に対

する供給は確保できる。また，48年度以降についても，

伐採量の増大にともなって素材の生産量が側劾pし，また

林地や工場の残廃材利用も一層促進されるので，最大年

2.000万In8程度の外材が輸入できれば，木材の需給の均

衡はおおむね円滑に保たれる。薪炭については，林地や

エ場の残廃材の利用が促進されるので，薪炭原木の伐採

鯉は遂次減少しつつ，その需給は円滑に推移する。

第5表供給瞳の見通し

〔木材〕（単位i素材材稜：百万ma)

ウ天然林は，国有林ではその面積の85％が41年生以

上の森林であるが，民有林ではその面積の64影が

20年生以下の若し､森林である。

エ総議機のうち41年生以上の森林の蓄積の比率は，

国有林では91％であるが，民有林では36影にすぎ

ない。

第4表森林の現況
（単位；面積：千ha,蕃積：百万ms)

一

’ 今計にゴ
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積
合計
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10219
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47608

576915

678517

7710820

このような森林資源の現況を基礎にして、供給の見通し

で設定した森林の伐採，造林，林道の開設等が行なわれ

た場合について森林資源の状況を推計すると，次のよう

になると見込まれる。

総蕎祇は，今後，遂次に増加して昭和78年度には現在

の蓄積の124％に相当する259,800万rnSになり，これを

国有林，民有林別にみると，国有林では単位面積当りの

蓄稜が多い商齢の天然林が積極的に伐採されるので，現

在約98,400万In3ある蓄積は78年度には79,900万垂3に

減少し，民有林では現在単位面識当りの蓄職が少ない森

林が多いことと今後造成する人エ林の面積比率が高いた

めに,現在95,80077m3ある蓄積は159,900万rnMに増加

することになる。

第5表森林の蓄積の推移（競位：百万m3)

合 計
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綱

１
１
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(単位：立木材獄〔薪炭材〕
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己

計
《
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（3）森林喪源の状況の見通し

わが国の森林の総面穣は，約2,465万haで，国土の70

影を占め，立木総蓄頼は，194,000万nlllである。これを

年齢別にみると，20年生以下の森林が総面蔽の51％を占

めて最も多く，ついで41年生以上の森林が30影となって

いるのに，当面森‘体の生産に大きな影響を持っている21

年生以上40年以下の森林はわずかに19％である。なお，

瞳有林と民有林の森林費源の現況を対比してみると，次

のような特色がみとめられる。

ア国有林と民有林面職の比率は，52：68であるが，

蓄積の比率は，51：49である。

イ人工林の占める面積の比率は，国有林では18％で

あるが，民有林では55影である。
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2，全国森林計画について

前述の長期の見通しによると，林産物の需要は，今後

とも増加し，一方その供総は，国内の森林に対す悪生産

力増諭施策が職種的に推進されても，なお相当量の残廃

材を利用し外材を輸入することによ.って，ようやく需給

の均獅を図ることができることになっている。それで，

今回たてた全国森林計画には，前述の長期の見通しで
、

－7－



大塚：林産物需給の長期見通しと全国森林計画につし･て

崩壊等をひき起し，農地や林地あるいは道路等の施

設詮損傷するおそれのあるような森林とその伐採の

方法を定めるための基準

（2）造林および保育に関する事項

ア造林面積

長期の見通しでは，今後増大する木材の需要に対処す

るため，造林技術の向上改善，機鯛上の推進等を前提と

して，生産力の高い人工林を国有林では今後30年間に約

242万haに，民有林では20年間に約1,000万haに拡大す

ることを目標にしている。この計画では，この目標にし

たがって，造林面積は，次のように計画されている。

第7表人エ造林・天然更新別の造林面積

（単位：千ha)

58年度から47年度までの10年間について設定した森林の

伐採，造林および林道の開設等が確実に実施されること

として，国有林と民有林を総合した森林施業の基本的事

項が定められている。その内容は昭和38年4月1日以降

10年間に行なわれるべき伐採量等の数量と，個々の森林

の施業が合理的に行なわれるために必要な事項を定める

ための基準であって，おおよそ次のような事項である。

（1）立木竹の伐採に関する事項

ア伐採立木材積

林産物を供給するため伐採さるべき立木材積は，次の

ように計画されている。

第6表伐採立木材積蝉位：千m3)
ーも
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Iイ標準伐期齢を定める基準

このたびの森林法改正で，伐採許可制度の基準になっ

ていた適正伐期齢級が廃止され，代わりに林業経営のよ

りどころとするために，都道府県知事は，標準伐期齢を

定めることになった。それで，標準伐期齢を，樹種ごと

に平均成長量が最大となる年齢を基準にして，既往にお

ける平均伐採齢を勘案し，森林計画区ごとに，あるいは

必要に応じ森林計画区を細分した地域ごとに定めること

として，この計画ではその基準を示している。

ウ伐採方法を特に定める必要のある森林とその伐採方

法を定める基準等

このことについては，次のような基準が定められてい

る。

制遮年成長量が最大になる年齢に達していないよう

な若い森林の伐採は，極力見合わせることがのぞま

しいので，このような森林を定めるための基準，

ff)成長の減退した老令過熟な森林の伐採は，極力促

進することが望ましいので，このような森林を定め

るための基準

〈ｳ）伐採や更新の方法について注意をしないと，伐採

跡地の更新が確実にできないために，森林が荒廃す

るおそれのあるような森林とその伐採や更新の方法

を定めるための基準

㈲保全対象が軽小であったり臨時的なものであるた

めに保安林とか保安施設地区には指定され定いない

が，伐採の方法について注意をしなければ，土地の

~

イ樹種を定める基準

造林する場合にとり入れるべき樹種を定めるための基

準や造林用苗木の使用の基準等が定められている。

ウ造林方法を特に定める必要のある森林とその造林方

法を定める基準等

このことについては次のように定められている。

例伐採跡地や未立木地等について，人工造林を行な

う必要のある森林を定めるための基準

“）森林の生産力を高めるために，せき悪林地等を改

良する必要のある森林とその改良の方法を定めるた

めの基準

（ｳ）その他更新期間，保育，保謹，林地細&および植

栽本数等を定めるための基準

（3）林道の開設その他林産物の搬出に関する事項

ア開設すべき林道

長期の見通しでは，当面必要な森林の伐採を確保し，

今後増大する木材の需要にこたえるために，国有林では

41､683km,民有林では52,250kmの林道を開設して：現

在森林鉄道または自動車の通りうる道路から1,500m以

上はなれている森林(国有林320万ha,民有林590万ha)

を開発することとしている。この計画ではこれらの林道

のうち緊急に開設する必要のあるものに重点をおいて，

次のように林道の開設が計画されている。

亀
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大塚：林産物需給の長期見通しと全国森林計画について

イ搬出方法を特に

定める必要のあ

る森林とその搬

出方法を定める

基準

林産物の搬出方法

について注意をしな

いと，土砂の流出と

か崩壊をひき起し，

そのために土地の保

第8表開設すべき林道の延長と開発される森林

（単位ぅ延長:km,面積：千ha,蓄穣：千m3)

後期
（昭和45～47）

墓~頁扁需壼
28,0242，002192，669

5,70157674，917

22，5251，426117，752

前期
(昭和38～42）

口
数総

’

開発区域

~霜1~雷~霜
開発区域

職|篭瀧|延長

｜篭
3,588364,005

1，578162，736

2，210191，269

区分
延長

面面

1,586161,336

80287，819

78475，517＃
総数

大規模

その他

22，055

6，530

15，525

50，0

12，2

57，8

全や森林の更新に支障をきたすと思われる森林とその搬

出方法を定めるための基準が定められている。

（4）保安施設に関する事項

保安施設については，国土の保全と水源かん養機能の

確保を図るとともに林業の生産基盤の整備を図ることを

目途しして，保安林の配備と保安施設事業が定められて

いる。

ア指定，解除を相当とする保安林

保安林の指定は，保安林整備臨時措置法による保安林

整備計画の実行未済分を行なうこととし，次のように計

画されている。

第9表指定解除を相当とする保安林（単位:ha)

イ保安施設事業

保安施設事業は，治山治水緊急措髄法による治山事業

計画の実行未済分と最近2年間に発生した荒廃地の復旧

を必要とするものについて緊急度を考慮して，第10表の‘

ように計画されている。

むすび

以上が，今回たてられた長期の見通しと全国森林計画

の概要であるが，中央森林審議会から艇林大臣に対して

次のような趣旨の意見が出されているので付記する。

その一つは，林産物の需要と供給の見通しの方法は必

ずしも十分とはいえなし･点があるので，今後この方法に

ついて検討を加えることである。第2点は，全国森林計

画にきわめて意欲的に計画事項を定めているので，もし

この計画が達成されない場合には，将来林産物の供給に

支障をきたすのみならず，森林が荒廃するおそれもある

として，この計画と実行とが相連した場合には森林法

第4条に定められている変更を行なうことである。

数壁
一

~
主

■

区’総数|鱒辮鵬割燃雛
指定157,065186,005163,3!7717,681

解除

設事業の安施第10表保

割蝋溌鍛区分‘壊雛げ鵬

卜鎚調捌
ha ha

総数224,93715,693

撫源
心

ha ha

427145,649

ha

641■

ha ha ha

|,::47,,::,4,3::7W:|,0,,:,蝿|↑::47,,30,4,壷｡7,0,0,,7
xn

l83,g65

ha

9,54｣!38129｡00018,5566:|alO

凸

ha

総和期|117,5121…|12,2031913個所
38～43）1,516

2741105,6331540

＄

爵”．．'｡”後期107,4258,記819,376
(昭和
43～47） |"．‘艫|‘“
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.一言一~…･…~ー~’多くの測定しがたい条件があるた

め，いくつかの仮定が設けられ

る。木材禰要の予測調査にさいし

てもまたいくつかの仮定が考嘘さ
見通し

れた。

その1は．本年10月以降，ほと

信男んど全面的ともいえる貿易の自由
化によっておこる需要の変動力現

状から予測できないため，自由化による影響を直接的に

は考慮していない。その2は木材需要動向を大きく左右

する木材価祐は，現状または強含みの横ばいとした。そ

のろは，木材の供給力に関してはっきりした見通しがた

たないため，供給力に見合った需要撤とし､った考え方を

とらなかった。その4は，当然のことながら飛耀的な技

術進歩，産業構造の著しし､変化はないものとした。

（2）木材需要の予測方法は，木材濡要柵造の複雑な性

格を考慮して，関係諸官庁の産業別または脇,種別の滞給

計画資料および木材需要関連業界の生産計画喪料その他

関係資料などを利用して予測する方法と，過去の木材辨

要実績調査資料を基礎とし，各種経済麓の相互依存関係

による巨視的方法(マクロ分析)とを用いることにした。

しかしこれら二者の方法を用いるのみでは，二者間の関

瑠生の密接化に欠けるおそれがあるので，この欠点を補

うため産業相互間の依存性を明らかにする「産業連関分

析方法」を用いてチェックを試みた。このほか，実際に

は各方面の専門家の意見を徴6，さらに企業経営者等に
今後の当該企業の見通しについての意見を求め，あるい

は原単位の変化について資料を整備するなど，予測方法

については十分な注意を払った次第である。

（3）このような調査体制をとりながらも，なお木材需

要の予測についていくたの困難があることを指適した

し､。その主なものの第1は供給に関する統計盗料の不

備，不足である。とくに立木に関するデーターは，少な

くとも地域別，樹種別，径級別などに整備することが必

要であり，さらに伐採可能な立木についての分布がある

程度把握されていることが望まれる。

また木材価格の動向を通じて供給蕊情を分析すること

も可能であるが，現在の木材価梢は僻給バランスからの

動きのほかに期待価格の効果も含まれていると思われる

ので，その動きを通じて供給側の条件を知ることも困難

である。このため供給面に関するいくたの問題が提起さ

れながらも，結果的にはそれを十分に分櫛することがで

きず．もっぱら需要の側にのみ調査の力点がおかれるこ

とになった。第2の点は木材需要櫛造の複雑な点にあ

る。大まかな説明をするならば，建築および家具，建具

用材は耐久消費財的性格をもち，景気の変動による影響

を受けがちである。また競合材の伸長，開発にも大きく

わが国における

木材需要の長期的見通

一一＝一口＝＝‐一ー卓唇一一一一一＝』上一理一

武内

はじめに

政府は去る56年2月，わが国経済の安定した成長に重

大な影響を及ぼしてし､る木材価絡の商騰に対し，「木材

価格安定対溌」を発表し，その骨子は昭和ろ6年から37年

にかけて，(1)国有林の瑚伐，(2)木材輸入の増加，(3)木材

賓源の利用合理化(代替品の普及等)などの処瀧である。

これは木材勝給のひっ迫を緩和し，木材価絡を安定させ

る。しかしわが国の木材僻給柵造はその供給の大部分を

国産材に頼っていることと土木建設建築や包装，その他

の需要面で他の製品と競合関係にあることなどからとく

に需給を中心とした木材問題には複雑なものがある。

このような木材事情の現状にかんがみ，木材の需要と

供給について長期的な見通しをたてることは，わが国経

済の安定した成長を図るためにも，また木調価格の安定

を図るためにも大切なことである。つまり，経済の安定

した成長を図るためには木材需要の長期的な見通しをた

て，それにより将来の木材需要麺を適確に把握し，その

縦造的変化に応じた供給を穣極的に図り，外国産材の輸

入，木材資源利用合理化による廃材などの利用をおりこ

んだ合理的な供給計画を策定しなければならない。

今日，森林資源の開発なり，利用に関しては，適正な

木材需要の見通しの上にその対策が櫛じられねばならな

い段階に達しているといえる。

当木材資源利用合瑠上推進本部では，経済企画庁の委

託を受け，55年度には木材滞要実績調査を，36年度には

木材需要の見通し調査を行なった。これらの調査報告は

わが国における木材需要椎造上の長期的課題を明らかに

するのみでなく，将来における木材の円滑な需給対策を

図るための蕪礎資料として，また，木材資源利用合理上

対策の方向を策定するための参澪擬料として有効に役立

つものと信じている。また，この柵査は前述した観点か

ら，関係諸官庁ならびに木材禰要関連業界の協力のもと

に，60人をこえる各方面の専門家によって，総合的かつ

動態的に行なわれたものである。

以下本調査の結果から，わが国の木材滞要はどのよう

＃こなるか，その大要を簡単に述べてみよう。

1‘木材の需要予測はどのように行なわれたか

（1）一般に経済予測にさいしては，将来の経済事情に

筆者；木材資源利用合瑠上推進本部
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武内：わが国における木材需要の長期的見通し

左右される点はみのがすことができない点である。鉱工ものとみられるが，わずかながらその比率が低下してい

業および土木建設用材は各産業の設備投盗の動向と密接ることは見のがせない。これに反して，合板部門，パル

な関連をもっている。さらにパルプ用材は一般消磯財でプ部門，識帷板部門の比率は比較的小さいにもかかわら

ある紙と密接な関連をもち，国民所得とも緊密な相関をず漸次増加している。特にパルプ部門の比率が36年の

もっている。とくにこの部門は，今後輸入の問題もから16.6影から45年には21.6％に増加しているのが注目され

んで一層憧重に考慮する必要がある。薪炭材は生活水準る。これはこの蛭間における国民所得の増加にともなう

や生活潔境の変化にともなって需要が決定されるものと生活水準の向上が当然この程度の増加を示すものと見込

考えられる。んだわけである。

このように木材需要の変動要因は複雑であり，その適次に用材の需要部門別の見通しについて述べてみよ

確な分析も容易でないが，これらの諸条件の分析は不可う。

欠なものであるから，木材需要の各部門についてできるイ．製材部門

限り詳細に，需要要因を分析する必要がある｡中間生産財としての製材は，建設資財，産業資財，消

2，これからの木材需要はどのようになるか 饗財として量的にも質的にもきわめて広い需要分野を有

戦後，木材需要徳景気変動による一時的な減退を示しする。製材の需要分野を製材の形質と用途の面から大き

たが，大勢として増加を示し，昭和野年から36年までのく分けてみると，建築物講造用材，建築物仕上用材礎

.10カ年間に約4割の増加を示した。この間にあって，木具用材を含む),土木建設用材，包装用材，機械器具用

材価格も2倍強の高値を示すにいたっている。材，家具雑貨用材などであろう。また製材需要の動向は

以下今後'0カ年間の木材の需要につき用材（丸太材）ほとんど土木建設建築需要の推移いかんにあるとし､つ

と薪炭材に区別しのその見通しを述べてみる。てもよいと思う。

（1）用材（丸太材）の需要・製材のうち，角類，ひき割類は大きな比重を占めてい

昭和45年の附材(丸太)柵要迩は約8,000万nl3となり，るが，需要のほとんどは一般木造住宅が占め，一般住宅

昭和34年の5劉強，36年の3割強の増加となる見込であの絶対鐘の不足は将来にわたって角類，ひき割類の瑠加

る。これを需要部門別の柵成比でみると，製材部門がいを予想させる。また板類は建築用材以外の用途にも相当

ぜんとして6割強を占め，なお用材儒要の大勢を決する量使用しているが，主として建築の内装資材面で合板，

第1談惨考）木材･髄総需要戯の見通し単位1,000ma
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武内：わが国における木材需要の長期的見通し

木工品などに分れるが，その大半は建築用として需要が

増大している。今後も経済成長につれて，木材資源の高

度利用，木材加エ技術の進歩などと相まって増大の一途

をたどるものと思われる。

その原料用木材としてはエ場廃材，林地廃材，小径木

など形状的な使用範囲が広く，樹種による制約も比較的

すぐないので，今後ますますこの種の低品位材の積極的

利用開発が進められるものと思われる。

今後の問題は品質面，価格面における外国品との競争

のほか，原料材の取得の点に問題があると考えられる。
ホ．その他部門

この部門の木材とは，坑木，電柱，杭丸太，足場丸太

などの丸太類と履物用，マッチ用，漆器用などに需要さ

れる丸太類である。このうち坑木と杭丸太，仮設丸太に

ついて述べてみよう。

〔坑木〕坑木の最大の需要先は石炭鉱業である。しか．

し最近の石炭鉱業はエネルギー需要椴造の変化に対応す

るため，生産構造の近代化，合理化がすすめられてい、

る。生産構造の近代化，合理化は切羽の機械化，坑道の，

鉄化，非能率炭鉱の買上げによる集中生産化がその中心．

であるので，坑木原単位は向上するものと考えられる。

一方，資材費中の坑木値上りは大きく，36年は前年に対

し出炭1トン当り40円増になるといわれている。このよ

単位1,000m3

繊維板などの資材と競合し，いずれは需要量が横ばいに

なるものと考えられる。

ロ．合板部門

合板の需要面は建築，家具，土木建設，造船，厨房

具，玩具，キャビネット，楽器，包装などきわめて広い

分野を有してし､る。しかも合板の品質向上は近年とくに

著しく，普通合板のほか表面に特殊な加工を加えた化粧

ばり合板，オーバーレイ合板，プリント合板，塗装合板

や難燃合仮など優秀な合板が生産され，その需要量は将

来増加することが考えられる。

ハパルプ部門

昭和45年における紙の需要は35年の2．5倍，11,568千

t見込まれ，これに必要なパルプを品嘱醐ﾘに細分し，さ

らに品質向上を考慮し，9,621千tのパルプ需要を算定

した。このパルプ柵要からパルプ材の所要錘を，過去数

年間における顕著な使用桝種の転換，原木保留の向上等
をおりこんで予測した。

この結果，屑材チップを含めた昭和45年の木材需要量

は昭和56年に対し約2倍に運する見込みである。しかし

ながら丸太は同期間に7割増にすぎなし､が，屑材チップ

は3倍強の増加になる見込みである。

二．繊維板部門

繊維板の需要ば建築，電機器，自動車，車両，家具，

第3表パルズ部門木材需要通統計表
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武内：わが国における木材需要の長期的見通し
－

うな事情からも，将来は鉄柱カッペ，鋼枠，坑竹，コン

クリート柱などの使用がまし，坑木の需要は減少するも

のと見込まれている。

〔抗丸太〕抗丸太は公共事業部門，電力部門，建築部

門において，とくに基礎資材として用いられる。しかし

最近の杭丸太はコンクリートパイル，鋼杭，あるし､は新

しい基礎工法によって代替され，用途は漸次縮小してい

ると。長尺物としての杭丸太類は入手が漸時困難になっ

てし､て，将来もますます減少することと思われる。

〔その他の仮設丸太1仮設丸太としては，コンクリー

ト型枠の支柱用ゞL太や足場丸太が主なものであるが，こ

のような仮設材における木材の代替化はきわめて著しい

ものがある。たとえば鋼製パイプの進出は都市における

ビル建築におし､て足場丸太の使用を著しく減少させた。

このような仮設材として，木材を素材のまま消費する分

野では将来代替材の進出によって木材使用原単位が減少

するものと思われる。

（2）薪炭材需要

薪炭材につし､ては用材と対象的な減少傾向がみられ

る。昭和45年の薪炭材（製材薪を除く.）需要量は1886万

In3となり，ろ4年の52%,56年の55.6%になる見込みで

ある。薪炭材のこのような減少は昭和50年以降にあらわ

れてきた現象で．この傾向はあらかじめ予想されたとこ

ろです。その原因としては石油系燃料の灯油､LPGの

急増，電気，都市ガス、煉豆炭の蒲実な増加が，生活の

水準向上にともなう慣習の変化によってもたらされたも

のと思われる。生活様式の改善、家事労働の軽減などの

生活合理化は、家庭における燃料消謎概造を変えること

であろう。

（3）産業別木材需要

産業別にみた木材需要の見通しは，包装部門を除き，

一様に伸長するものと見込まれている。これは将来わが

唾経済の高函上および生活水準の上昇を予想し，しかも

木材代替材に関する情報を十分に検討した結果でもあ

る。伸長の大きいものはパルプ．家具趣具その他日用品

雑貨，機械器具，土木建設建築の順となっている。これ

を構成比でみると，土木建設建築部門．包装部門の比率

が増え，とくにパルプ部門は著い､増加藍示している。

土木建設・建築部開の木材需要量が54年に対して40"

で52影増，45年で36.4％増となっているにもかかわらず

構成比では低下しているのは，産業別木材需要の総堂が

大きく噌加することが見込まれているためと，他方で，

土木建設・建築部門における木材代替材の進出が顕著に

なるものと考えられた結果である。

以上のように，木材代替材の普及がすすんでも，なお

用材の増加がみこまれている反面．今後10年間における

木材の供給事情とくに国内供給量の大幅な増大は望めな

いため，木材価格の上昇は恒常的なものになる恐れがあ

る。このため，より一層の木材資源の利用合理化方策が

推進されることが必要であろう。

一
《
。貝

み
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林産物の

貿易自由化について
■&一江■■glIDbdｨIｰ凸一■己亭一一

小 林一良

10月からわが国の貿易自由化率は88％に引き上げられ

た。当初の目標の90％を2影ほど下回ったが、先進国に

比べてそれほど見劣りのしない自由化を達成したといえ

よう。政府は来年4月には90％の自由化を実現しようと

さらに準備を進める方針であるが，自由化計画はこの10

月でまず一段落した形である。

貿易の自由化は，温室にあったわが国経済に冷たい外

気をあてることにたとえられている。その意味では，貿

易管理の面で最も手厚く保謹されてきた幾林水産物の本

格的な自由化は，わが国の農林業に重大な脅威をあたえ

ているわけで，10月からの88影の自由化で国際経済社会

で一人前になったわが国も，農林水産物の自由化率では

ようやく61.6％である。腱*跡産業が国際的に保護され

るとしても，貿易自由化の線に即して可及的に国民経済

の発展と安定に寄与するよう整備される必要がある。

林産物の自由化の問題

林産物の部門に自由化の経路と問題点をのべるにあた

って，ようやく今回自由化されたものとまだ自由化され

ていないものをみると次のようである。

今回自由化されたもの

品名関税

再生木材20%AA制

サルファイトパルプ5％〃

クラブl､パルプ5影〃

乾燥しし､たけ15影〃

くり20％〃

ぐるみ30%AFA

まだ自由化されていないもの

うワン類またはアピトン類の

製 材無税

かんなかけ，菌砿り，さねはぎ加工そ

の他これらに類する加工をしたもの無税

薄板および合板用単板15彩

合板20%

セルラーウッドパネル20彩

才製の箱，クレート，ドラムその他こ

れらに類する包装溶器15形

建築用ボード（ファイバーボード）15影

筆者：経済企画庁農林課

1．丸太

60年1月にラワン材がAA制に移されたことを最後に

丸太は全て自由化された。北洋材だけが商社の過当競争

を防ぐためにチェックAA制におかれていたが,61年10

月から全面的にAA制となった。

わが国木材補給の安定のためには，今後外材とくに丸

太輸入量の増大が期待されるのであるが，米材と北洋材

については国内針葉樹材の値上りが，また南洋材につい

ては現地資源の枯渇と輸出制限が予想される。いずれも

今後の原木買いあさりと価格の高騰が気づかわれるの

で，契約と入荷の調薙が必要とされよう。
凸

2．製材製品

中小企業であるわが国製材エ場の保護のために，丸太

にくらべて自由化が遅れたが，本年4月北洋材の製材，

加工材がAA制に移された現在，ラワンおよびアピトン

類の製材品および加工製品のみが非自由化品として残さ

れてし､る。

近年のラワンおよびアピトン類の輸入趣は次のようで

58年次ろ,ろ05千ma,59年次4,230千nl8

60年次4,568千m1,60年次5,864fm9

（*蹴鞠瀞l-'要覧による）

そのうち48～52％が製材用に，残りが合単板用および

年間204千rn8内外が雑用に用いられている。ラワン類製

材工場は東京，消水，名古屋および大阪などの港湾都市

に所在し，厚板柾ひきに終止してV､る。すなわち一般に

わが国の製材工場が多種複雑な製材品をひきわけ，丸太

木取の巧拙にその技術を発揮しているのと趣を異にし

て，単純な第一次加工を能率的に麓産することを目標と

している。したがって製材原木の多寡がただちにこれら

製材エ場の経営を左右することになる。しかもわが国輸

入ラワン材の75影以上がフィリピンから輸入されている

が，同国における製材合単板工場が急増する一方，ラワ

ン資源の枯渇も伴なって丸太輸出の制限ない､し製材加工

品との抱き合わせ輸出の気運が急速に高まっている。こ

の情勢に対処して発足したカリマンタン林業開発事業の

目途がまだたたない現在，ラワンおよびアピトン類の製

材品や加工品の自由,化はなお慎重を要するであろう。こ

のような配慮のもとにこれらの外貨割当予算はいままで

全く組まれておらず事実上禁輸状態である。

ろ．合単板

61年10月からラワンおよびアピトン類の合単板を除い

て自由化された。ラワンおよびアピトン類の合単板につ

いてはフィリピン，台湾などの生産，輸出風が遂年増加

しており，わが国としても合単板は木材製品のうちもっ

とも大きな輸脳品目であるだけに．その原料丸太の確保

のためには製材品に対すると同じように恢重な配慮が必

－14－
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小林､林産物の貿易自由化について

労働量で大量生産方式が可能であるという特性を生かし

て設備の近代化と経営の合理化に努める必要がある。

第2表パルプ生産，輸出入千t(紙パ連合会調

要とされる。

4．再生木材償U片板）

わが国の削片板工業は55年に始まった新興エ業で，自

由化が踏曙されていたが，この10月ついにAA制にふみ

きった。輸入品は20％関税の結果，米国製品は国産品卸

売価絡にくらべてほぼ同値であり，台湾，フィリピンお

よび沖繩の製品はバガス（砂糖きび粕）を原料としてい
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49．878．310．468，80

蜘鴬|鳥木醗
54．0911．51

25．806．26

32．30ろ.20

国産

アメリカ
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一
一

価
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22

1，851

2?202

115

13

14

5

147

銅

2"4
2,47'1
118

50

40

31

崎,’

製品:19mm厚運賃：アメリカー東京一ロスアン

ゼルス台湾のものはバガス原料

るので安値ではあるが質が劣っている。スイス，スエー

デン製品はその国の国内需要からみても木工原料品とし

て使用し，そのまま輸出することはなかろうと判断され

る。しかしわが国では腫力低品質材に依存しているにも

かかわらず原価に占める原木費の比率が高く、また歴史

が浅いので設備や運転資金に対する金利と償却費が高原

価の原因となっている。

5．辮惟板

政府は戦後の木材利用合理化方策の一環として，繊維

板エ業の育成をはかり，企業合理化促進法の成立にあた

っては重要産業に指定して，助成策を強力に推進してき

た。その結果ここ数年著しい発達をとげてきた。すなわ

ち60年の生産実績は総生産量5千万mヨで，うち硬質繊

維板65影，軟質25影，半硬質10％であり，55年の生産実

績に対して総生産瞳において5倍強，硬質は約10倍，炊

質は約6倍，半硬質は侭萸ﾚ､状態である。

識俊板のうち今後最もその伸長を期待されている硬質

繊維板は，自由化になるとスエーデンをはじめとする北

欧物の出回りが予想されるが，最も脅威になると思われ

るのはスエーデン物であろう。現在香港その他東南アジ

アに出回っているスエーデン物の価絡から換算すると，

日本着CIF9円弱となり，現在の関税15%を自由化と

共に25％にひきあげるとしても，商社マージンを含めて

なお国産品より1～2割安いとみられる。しかも現在か

なりの在庫をもち二重価絡で当初は採算を無視して売り

込んでくるおそれも考えられる。

したがって繊維板については今回は自由化を見送った

が，来年4月には自由化が予想され，しかも競合品であ

る合板が割安で優秀品質のものが避富に出回っているの

で，鯛俊板エ業としては製品歩止りが高いこと，少ない

‐
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6．パルプ

化繊用パルプは本年4月1日からAA制となってお

り，製紙用パルプではグランドパルプは昨年4月から自

由化され，サルファイ1,パルプおよびクラフトパルプは

今回AFAとなった。なおパルプの関税は化繊用も製紙

用も一率に5影となっている。

現在の化繊用パルプの国内需要は年間約40万1,ンで，

すでに米国カナダから12～13万トン程度輸入されてい

る。国産品は輸入品にくらべて約10影割高ではあるが，

自由化後も海外の輸出能力とわが国化繊工業経営の安定

のうえからも全面的に外国品に依存することはできなし、

ので，25万トン程度は国産で，また10万トンはアラスカ

パルプから輸入することになる。化繊パルプのコストダ

ウンについては広葉樹利用率の上昇がはかられている。

なお化繊用パルプの原木需要量は年間150万m3程度(チ

ップを含まず）であって，広葉樹の利用が進むとしても

原木需給に大した影響はなかろうと思われる。

製紙用パルプでは，グランドパルプは物理的性質のた

めに海外からの輸入は困難であり，未晒クラブトパルプ

はほとんど海外品と同値であるが,I閲クラブ1,パルプと

一

ゴ

令

も
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小林：林産物の貿易自由化について

第5表嚇野庁薪炭月報りこよる）サルファイトパルプは国産品が2～3円/kg割高となって

いる。この両者でわが国の製紙用パルプ生産堂のほぼ半

分をしめ，その原木消費趾は年間350～370万nl3である。

化繊用パルプの場合と同じ理由で，今回の自由化により

直ちに全面的に割安な海外品に依存することになろうと

は考えられないが今後予断を許さぬものがある。すなわ

ち国産品の割高の原因が全くその原木高によるものであ

り，チップならびに広葉樹利用の上昇をはかるとしても

原木価格の大幅な低下が現在期待できないからである。

7．木炭

木炭は椰子殼炭以外はまだ自由化されていない。近年

の木炭輸入瞳は下表のように，57年58年に中共から二硫

化炭紫製造原料#こ輸入されただけで,それ以外に今日ま

で外貨割当されていない。戦後大蔵通関統計に掲上され

ている下表以外の木炭輸入は駐留軍関係のものであって

実質的には輸入実績なしといえる。

第3表

－

｜怪鱗畿淵一農業山林労働賃金
年
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60年の林業センサス調査では，従来17万世帯といわれ

ていた製炭者は24万世帯であり，生産者，集荷業者から‘

末端流遍業者にいたるまでいずれもきわめて零細な家族

経営で，諸種の障害が根強くからみあって不健全な業態

を形成し，それが需給関係や市況の備勢にも重大な影瀞

を生じて，木炭経済の動揺と生産不安をあたえている。

しかも生産流通段階のかかる不安定性に加えて，生産原

価の蔵騰と都市を主とする燃料需要櫛造の変化は，木炭

の輸入自由化によって改善されるべきものとは考えられ

ず，むしろ現時点においての輸入自由化ば木炭生産流通

機織の混乱をきたすのみであろう。木炭生産指導の強化

と製炭経営の合理化をはかる木炭生産合理化対策が58年

度から行なわれているが，これのさらに積極的な推進を

はかるとともに，流通機織の整備をはかり生産，集荷お

よび販売の系列化をすすめることもまた急務と考える。

8．特殊林産物

近年の特殊林産物の需要は大部分が遂年増加してい愚

のに対して，国内生産は食品となるもの以外は天候，虫

害，外国製品の輸入増，代替品の進IⅢ，資源の減少，生

産地の奥地化などのために必ずしも増加していないもの

が多し､。特殊林産物は農山村経済に密接な関係をもち，

政府でも従来より新農山村総合対策事業の一環として助

成措置を雛じてきたが，昨年より農業近代化のための融

資制度の対象事業に含めてその合理的運用が期待されて

いる。特殊林産物のうち今回自由化された主なものにつ・

いてのべると，

クルミ：近年の菓子クルミの生産，輸入関係は第6表

のようであって，本年4月第5回の輸入250トンの割り

当てが行なわれた。

クルミの輸入はグローバルではあるが，植物防疫法で

輸入先が中共，香港，インドに限定されている。わが国

の菓子クルミの生産の90影をしめる長野県（上田，小県

地方）が，69年の台風で大被害をうけた際，その後ろか

吟
〆

園一■Lー

国 内生産輸入

生醗量柵霧|淵饗淵砺憂T胤彌
トン円トン円／トントン円ﾉI､ン

2．168,00034,217135．!75111,82518,650

1.779.00027,41450,1481.62514.140

年次

７
８
５
５

瀧山元価格とは生産者販売価格

消費地価格とは消没地溝レール価格
国内生産価格は輸入品に該当する白炭カシ2級品

の年間平均価格。いずれも林野庁調

近年の木炭の需給状況は下表のように56年度に200万

トンをこえてし､た生産量がその後低下し､61年度は126万

トン余となっている。一方，滞要も石油，プロパンガス

など鉱物霞燃料の進出により遂年低下し，とくに都市家

第4表嚇業統計要覧）

再
P

一

一
一

都市家庭一世帯当

年間生産量藍繍饗蟄,東京都
購入状況

数量指数数鐘指数藪憂1露I数餓|指数

","｡Wb!000,,4:,"kg2,,0],"0,8010.0,,鶏,"｡85.3100.･
2，168103．2194107．8105．
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一
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§

庭における消費量の低下は著しい。しかし農山村を含め

ての全国需要量でみれば，需要の減小よりも生産壁の減

小が大きくて在荷童の減小が目立っている。
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小林：林産物の貿易自由化について

年間は自由化しない方針を政府は打ち出した。自由化に

そなえて昨年関税を20妬から30筋にひきあげたのである

が，大体の市況は次のように国産品は輸入品に対し，割

高ではあるが品質が優れてし､るのでほぼ対抗できよう。

輸入クルミ幟込）700円/kg

国内生産者価格800～g00FJ/kg

消費者価格1,200円/kg

第6表

繭~度

燕(塁ﾙ農)国難謂生まで
一一

トン

56195

57460

58764

59461

60547

61500

量
滞要

輸入計見込愚

トン

150

61

1507357ろ5

550750750

見込

葉子クルミの国内需要の伸びが近年著しく，また従来か

らその輸入を抑制してきたこともあって，自由化後は需

給緩和から価格は一時低下し，国産品もそのあおりをく

らうこととなろうが，現在クルミ品不足のために年間

2,000トン以上も輸入されている他のナッツ類に侵され

ている分の需要も回復することも考えられ，自由化によ

ってむしろ大幅な需要増が期待される。

乾燥シイタケ：わが国と競合できる生産国は中共と郷

国である。中共品は専ら天然生のもので，価格はわが国

輸出量の半量が上場される香港市場で日本品の半値で，

そのために日本品がはなはだ圧迫されたこともあった

が、品質が日本品に及ばず，産出量もその後低下したた

めに日本品の競争相手となりえない状態である。韓国は

目下増殖に努めているので将来はともかく，現在では

質，量，価格において日本品に対抗できなし､。

栗：甘栗ば60年10月から自由化されているが，それ以

外の栗は今回AA制となった。年間需要量15|千トンの9

割は国内産でまかない安定した市況で推移してきたが，

近年クリタマパチの被害による生産減となり，生産コス

I､高となり、外国品に対し8割高となっている。最近ク

リタマバチ対策もととのい，また新品質の培養もできた

ことではあるが，当分はイタリヤ，スペイン，ポル1､ガ

ルおよび近東諸国からの輸入品によって非常な圧迫を加

えられるであろう。

自由化の影響と今後の問題点

一般的にいって従来の自由化が素原材料に多くみられ

－一

たのに対して61年以降の自由化は原綿，原毛のような素

原材料に加えて，鉄銅のような製品原材料，加工食料

品，雑貨，機械などの工業品の一部につし､てもかなり進

められたことに特徴がある。

今日まで自由化された林産物品の自由ｲﾋ後の動きをみ

ると，丸太をはじめとしてその輸入急増は自由化の影響

とし､うよりはむしろ国内滞要の増加に伴う国内供給力の

相対的不足による面が強く，したがって少くとも現在ま

でのところでは,自由化が国産品に与えた影響は,特殊林

座物の一部を除いては余り表われていないようである。

はたして今後ともこのような状態ですすむであろうか。

丸太については国内木材の供給不足と価格高騰を防ぐ

ためにも輸入の確保が必要であるが，近年世界的な木材

資源の減少から米国カナダ北欧諸国などの従来の木材輸

出国の輸出量が遂年低下してきている折柄，各商社の商

業ベースによる原木買いあさりと買付価絡の高脆を防ぎ

契約と入荷の調整をはかることが急務となっている。

木材資源の減少は輸出国における製材工業の発逮と相
まって，世界的に丸太輸出入鐘の減少をきたしている折

柄，米材はもちろん北洋材や南洋材においても丸太輸出

の減少や製材製品のだき合わせ輸出が早晩行なわれるこ

とが予想される。製材製品の輸入の増大とともに合単

板，ボード類などいわゆる規絡物の取引増加は，わが国

木材流通機織を大きくゆさぶることとなろう。貿易の自

由化は外国市場における自由競争を激化するだけでな

く，国内市場における自由競争･をも激化する。したがっ

て現在の製材，木材流通段階の各業者間競争の激化と整

理が自由化の影響として今後予想される。

合単板，ファイバーボード，削片板，パルプ等の木材

エ業製品は,､木材を原料として最もその付加価値の大き
いものであるとともに，さらにわが国二次産業原材料と

して，またそのまま輸出対象品として国際競争力をもつ

ことを最も要求されている。しかるに前述のようにその

大部分は国際比価の点で刀荊をまぬがれず，自由化の延
期や関税のアップで対処している。このことは輸出の増
大と関税の低下をはかるという今日の世界の大勢に全く

逆行したものであって，早急に生産合理化によるコスト

低下をはからねばならない。しかもこれらの国際比価の
刀芽Iが一様に原木価格の国際的割高の故であることを考
えると,わが国木材価格の一昨年以来の高臓が貿易自腿
化によって改めて注目されるわけであり，木炭や特殊林
産物の振興とともに林業基本問題に関して従来討識され

ている林業生産体制の確立すなわち林業生産の産業的確
立をはかる基本方針のもとに諸施策の統一ある実施が早
急に要望される次第である。
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第 6回

アジア太平洋林業会議の概要

坂口勝美
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国連食縦農業機織・第6回アジア太平洋林業会議(A

PFC)は，ホンコン市公会堂にて，次の日程によって

行なわれた。

9月12日（水）

開会式（ホンコン市公会堂劇場）

会識1．識案の採択

2．手続規則の改訂採択

3．役員の選挙と報告者の任命

4．経過報告

歓迎会ホンコンークラブにてホンコン政庁艇林局の

歓迎会

9月13日（木）

会議5．地域の木材需給動向の再検討

歓迎会バッキンガムーレストラントにてFAOの歓

迎 会’

9月14日（金）

会識6．前･日の続き

6．技術援助計画の動向

7．1964／65の2カ年間地域内のFAO事業

の将来の考え方

8．その他の事業

9月15日（土）視察旅行

9月17日（月）

会議9．報告決定版の検討と採択

10．次期開催の日時と場所

閉会式

×××

開会式

約30名の代表を派遣した加盟14カ国は次の瀦国であ

る；オーストラリア・カンボジア・インドネシア・イン

ド・日本・韓国・マラヤ・オランダ・ニュージーラン

ド・フィリピン・ポルトガル・タイ・英国・ベトナムで

ある。

開会式は，ホンコン農林局長P.C・Chaml]erS氏の歓

迎の辞のあとをうけて，ホンコン総督RobertBlack卿

が次の要旨を述べた。

「FAOは地域上の諸問題を検討するため．アジア太

平洋・ヨーロッパ・ラテンアメリカ・近東．北米．アフ

リカ地域で会議を行なっているが，ホンコンで開催され

るのは食糧農業機櫛の林業部が初めてである。アジア太

平洋林業会議はその存続12年におよび，すでにタイ・マ

ラヤ・日本・インドネシア・インドの諸国で開催され，

その第6回目がホンコンで行なわれることになった。ホ

ンコンの面積は約400平方マイル（東京都の約弛)で325

万人（東京都の約55％）の稠密な人口を擁し，エ業振興

策の実施により最近は年間2億番港ドルにあたる木材輪

入国となっている。一方大部分の丘陵地は土壌が鍔惑上

しており林業の役割りはきわめて重大である｣α

引続いてFAOの事務総長代理のJackC.Westoby

氏は次のように述べた。

「ホンコンが9月はじめワング台風の惨害を蒙ったこ

とに対し，ホンコン政庁と市民にご同情申しあげるとと

もに，予定通り本会議を開催することを可能ならしめた

各職員の手腕とエネルギーに対し心から感謝の意を表す

る。今日の特別な重要問題の第一は，われわれの関与す

る更新性資源である木材と経済発展の一駿的経過との間

に密接な関係のあることである。第二に林業部門および

それに基づくエ業の発展は，地域的見地からみて地域内

樹種の多様性と，ある一部の国ば明らかに木材が過剰で

あり，他の一部の国は多年または永久に木材不足に悩ん

でいることから十分な検討がなされねばならぬことであ

る。第三に森林の職能は土壌と水を保全し，農業および

都会生活に貢献する重要庇の高いことである。

われわれは各国政勝の助力のもとにnFAOとECA

FEの手によって、アジア太平洋地域の木材需給動向、

をとりまとめた。第5回インド・ニューデリーにおいて

決定したこの議題に基づき，われわれはその調査の結果

を検討し，なお必要とするこんごの措置につき政府に忠

告するよう努力するつもりである」

会議

本会議は市公会堂識堂で終始一同に会して行なわれ

一
申

⑫

＝

、
一

』

筆者：林業試験場長・農博
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、

坂口：第6回アジア大平洋林業会議の概要

た。以下順を追ってその内容の概要を紹介する。

1・議案の採択

事務局が議長と協議の下作成した仮議案は，前日程に

記載のとおり承認された。

2，手続規則の改訂採択

現行手統規則，規則Ⅱ-1.Ⅱ－3・moX-1に若干の

改訂(省略)を認め，第12回FAO会議で確認されること

となった。

3．役員の選挙と報告者の任命

次の役員が満場一致で選ばれた。その任期は第7回会

議の初めまでである。

議長P.C・Chambers(ホンコン。農林局長）

第一副議長F・Allsop(ニュージーランド。山林局林

業経営部副長官）

第二副議長坂口勝美（日本）

第三菌職長VichienKunjara(タイ。王室林業省長

官）

R.F・Turnbull・KritSamapuddhiは，この会議の報

告者に任命された。

4．経過報告

4-1,FAO林業・林産部動力鋸・森林と林産物統計の
最少限度の長期計画・薪による調理用カマドの改良・木
材防腐処理に関す為経過報告があった。

4-2,APFC付属会議（関係事項の拳抜奉）

4-2-1‘チーク小委員会ビルマとタイの専門家の合同
チームば，チーク製材品について統一した橘付方法の草

案を作成した。これば1963年バンコックで開催予定の第
7回チーク小婆員会で詳細検討される予定である。

4-2-2‘森林作業技術と林業労務者の訓練に関する委員
会(1LOと協同して）林業労務者指導官の第一回地区
研修がFAOとILOとの共同で1962年ラングーンとミ

ミチナで間脳された。率務局は，この教材を加盟諸国の

関係部局に配布するよう希望した。

4-2-3,造林および森林経営に関する委員会署公認ユー

カリ甑子災荷センターと交換所、がオーストラリア政府

によって設立さ無た°この活動緯，研究事業の検討と普
及・営利的諏子の販売および箱英樹からの少量の種子の

配布で，これらに関しては,TheDirector-General.
ForestryandTimberBureau.Canberra,A.C、T・
AUSTRALIAに照会されたい。

4-2-4‘林産物研究委員会（省略）

4-2-5,流域管理に関する作業部会土壌と水の保全に
関する参考文献一覧表と流域管理に関する技術要覧の刊

行を単た･森林牧騨経営の研究グループの全員に対し，
謹類FAO/APFC-62/4.25の事業草案を徹厳的に研
究し，その意見を1962年末までに議長へ送るよう要諦が

あった。

5，木材需給動向の再検討

本会縦の主力は，第5回会議の決議に基づいて木材需

給に関する地域の動向を徹底的に再検討することに向

けられた。本会議に先だってFAO事務局は加盟各国と

協議の結果．次の様準様式にしたがって各国から費斜の

提出を求めた。すなわち加盟各国は，木材需給動向の再

検討に関する特別経過報告書と題し，

(ｲ）慨説一木材の将来の需給問題・緒論。問題の評価。

解決．A,問題解決への道．B,将来の対策

㈲付録質問一需給の調査。林政・森林擬源とその経

営．林産物の収独と加工・販売と貿易・労働・教育と研

究．統計の様式にしたがって詳細な報告をした。

事務局はこの攪料に基づいて，1954年から1960年の間

の消擬動向の分析と，’975年までの消費動I可の再評価遊

行ない,J.C.Westoby氏によって説明が行なわれた。

アジア太平洋地域における工業用木材の需給均衝から展

開される前述W)(可の内容について各国から紹介と活発な

討議，貴誕な示唆がなされたが紙面が限られているので

割愛する。

委員会は航空森林費源調査に関する極東地域訓練セン

ターに対し主人役を果・しているマラヤ政府と英連邦（北

ボルネオ）に感謝しているが，この地域における林業項

目に関する計画の少ないことを指摘している。

7，地域におけるFAO事業の将来の考え方

アジア太平洋地域の特に有意義な線は：数育と訓練・

林莱および林産エ業の発展計画・早成樹種・天然生林の

更新。経営および集材・林産物特に未研究樹種の利用・

パルプと紙・賓源調査と評価・流域管理である。なお野

生励物管理と国立公園の動きに関する詳細な紹介が行な

われ，次回会議で検討さるべきことが決定した。

8，その他の事業

、合板および木材を基とする板生産に関する世界会議

(1963年4月。ローマ)蕊および、林木遺伝と林木品種改

良に関する世界会議（1965年8月・ストックホルム)、

の二つの会縦に加甑各国は可能な限り代表を派遣するよ

う勧告された。また国際ポプラ委員会は，ポプラ栽培の

現在の重要性と有望な見通しからアジア太平洋地域!~準

地域ポプラ会識が組織さるべきであるという提案が示さ

れた。

9，報告決定版の検討と採択（省略）

10．次期開催の日時と場所

ニュージーランドと韓国の代表から，それぞれ招へい

の提起がなされたので，次回第7回の期日と場所の決定

はFAO長官にゆだねられた。ニュージーランド代表は

次回会餓が同国で開催される場合は，養木材需要に見合

う早成樹穂の役削りと，それらに基づく工業発展樽の仮

主要題目が示唆された。

（付）現地視察旅行（省噸

＝
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恕 「ヨンクリ･一トは，強そうに見えるのが欠点である。た

とえ粗悪工事をしても欠点として指摘されるのは，外観

上亀裂が入ったり，はげ落ちたりしたときのみで，内部

はさっぱりわからない。安全率をろとして設計しても，

そのコンクリートが2であるのか，1であるのかは誰に

もわからない。神様だけがご存知である」云々。

ここにコンクリートの品質管理のむずかしさがあるも

のと考えられる。ここに林業土木のコンクリートアラカ

ルトをつぎのようにきわめて平易にとりまとめてみた。

「この粗稿が林業部門におけるコンクリートの認識を深

める一助となればこれに過ぎる喜びはない｡」

1，よいコンクリートとは

（1）よいコンクリート

「コンクリートは永遠なり」といわれる。また世界中で

一番耐久I生のあるものは，フランスのセーブルにある白

金ののべ棒である「メー1,ル原器」でその次はコンクリ

ートダムであるともいわれている。

しかし現実には，その期待に背いて崩壊してし､るコン

クリートの実例は非常に多いし，またそのために被って

いる損害は莫大な額にのぼってV､る。そこでまずよいコ

ンクリートとは，どういうものなのかを考えてみよう。

すなわちよいコンクリー1､とは，つぎの四つの事項の

間にバランスのとれたものをいうのである。

（ｲ)耐久性があること。㈲必要な強度を有すること。

例施工が容易でしかも分離がおこらないこと。（ウオ

ーカピリティー(Workability)がよし､｡）㈲経済的

である。

普通の場合i耐久性のあるコンクリートは，われわｵLが

必要とする強度を十分に持っている。またコンクリート

の価格に大きく影響するのは，セメン1.であるが，その

使用量は他の条件によって決められてくるので，よいコ

ンクリートを造ろうとする目標は，㈹とﾚｳに重点を髄く

ことになり，耐久性があって，しかも施工が容易で分離

のおこらないコンクリートを造ることであると断言して

もよいであろう。

（2）耐久性

さて耐久性のあるコンクリートを造るには，どうすれ

ばよいであろうか。砂と砂利の混ざったものを固めて，

コンクリートにするのは，セメント糊であり，セメン

ト糊は水とセメントを練りまぜたもので，水がすぐない

程濃い糊となり，濃い糊で造ったコンクリートは強くて

耐久性が大きいということになる。

セメント糊の濃い薄いの区別は，水セメント比であら

わしW/Cとしている。

（例セメント100kgに水58kgを混ぜたものはW7C

=:=0“である）

林業土木事業における

コンクリート

－その現況と問題点一

日置幸雄
〆

はじめに

林道，治山などのいわゆる林業土木事業は，また山岳

土木事業ともいわれ，林業の一部門として他の一般土木

事業と全く異なった環境の中で，林産物の供給，国土の

保全，水資源の確保，国民の福祉増進等公共的目的達成

に重要な役割を果しているが，これらの事業の中に占め

るコンクリートエ事のウエイトはきわめて大きいものが

ある。すなわち換言すれば，これらの事業は，コンクリ

ート工事の基礎の上に成り立っているといっても過言で

はない。たとえば国有林の林道，治山事業における昭和

36年度のセメン1,使用鐘は，第1表のとおりでこれをコ

ンクリートに換算すれば約364=fm3,4,853百万円で全

事業費の実に29％を占めているのである。

第1表昭和36年度国有林，林業土木事業における
セメント使用曇調

一
命

一

ら

(A)コンク (B)
リートの鋸税

事業饗(1m37.5千円
で換塊）

コンクリー

セメントト打股靴(1
分使用量m3225kg

で換抑）

一
個

、

ＡＩ
区

tmal千円’影
56,572161.654215,53912,600,00017

45,520202,3122，697，5004，000，00068

91,892363,9664,853,03916,600,00029

林道事業

治山事業

計

いまこれに民有林輔助事調の使用量を含めれば，

さらに膨大なものになるであろう。最近とくに治山事業

の分野において，いわゆる経済的工法の一環として植生

の特性を生かした工法が考えられているが，これはきわ

めて狭い部分に限られ，負荷される荷重や災害のエネル

ギーに対抗できるものはコンクリー|､工以外には考えら

れず，その重要性は深く認識されなければならない。

しかしこのように大溌に使用され事業実行の基礎をな

すコンクリートエ事に対し，一般の関心はきわめて薄く

等閑に付されている傾向があると指摘するのは，林業土

木の担当者である筆者のひがみであろうか。

林野庁としても，国有林，民有林を通じてここ数年来

これらコンクリートの品質改善について，けんめいの努

力が払われているが，まだまだ問題点は少なくない。

その大きな理由として，京都大学の近藤教授のつぎの

指摘に耳を傾けてみよう。

ニ

ー

ｰ

＆

筆者：林野庁業務課
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日置：林業土木事業におけるコンクリート

この耐久|生に応じた水セメント比は，土木学会の標準なり，作業が容易になる。しかしプリージング(Blee･
示方害で第2表のように決められている。zing)が多くなり，また砂荊かモルタルから分離する傾
しかしこの耐久|生を測る尺度は一体どこにあるのかと向となる。水セメント比が決められているから，水量を
考えるといささか考えさせられる問題をはらんでいる。増すことは，セメントペーストを増すことであるから，

｢米国では数年前から耐久性の試験を行なっているようセメントを増すことになりコンクリートが高価なものと
である。わが国もここまでいかなければ，真のコンクリなる。反対に水を極端に少なくすると，コンクリートが
一ト技術の発展は望めないと思う」と山田順治博士がそ硬くなり締固めが困難になって豆板ができやすい。
の著「コンクリーI､試験(29年)」に書いておられるが， このように水が多すぎても，また少なすぎてもよくな

第2表耐久性をもとにして定める場合の最大の水セメント比（百分率）
（気象条件一気象作用がはげしい場合，凍結融解がしばしばくり返される場合）

筋

厚い場合

53

58

鉄
一
識
套
妬
一
狛
狛

筋

普通もしくはマ
ツシツプな場合

‘51
681

，無

薄い場合 普通の場合’
491
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一

53’
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一
二

⑳

491
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｜§‘’
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(4)たえず完全に水中にある部分
6662

(5)水中コンクリート

側需に地』麺に打つｺﾝｸﾘー
－’

この耐久性の尺度を確立することは大切であろう。筆者い。それで水をなるべく少なくして，硬目のコンクリー

は昨年春，林野庁の委託研修生として，建設省土木研究トを造るのであるが，その硬さは，仕事が楽にできる範
所にお世話になったが，ここでは-20｡Cから+60｡Cに囲内でなるべく硬目のコンクリートがよし､。

オートマチックに温度を変えうる水槽の中にテストピー（コンクリートの軟かさ(Consistency)を測るには，ス

スを入れて耐久性試験を行なっていた。今後このようなランプコーン(SlampCorn)を使ってスランプテストを

試験の確立こそ肝要であることを痛感した次第である。する）またコンクリートは，粘り気の強し､しっとりした

（3）強度もの，すなわちプラスチシティー(Plasticity)なもので

強度から水セメン1､比を求めるには，強度試験をしてなければならない。プラスチシティーは骨伐の粒度によ
定めることになっている。この試験ができない場合は，って変わり，また配合の割合によって変わる。したがっ

つぎの式によることができる。ていろいろ試蹴鰊りを行ない，もっともプラスチシティ

圧縮強度（材齢28日）ず28＝-210+215C/W一な配合を見出すことが大切である。このような施エが

これで耐久性と，強度から水セメント比W/Cを出し，容易で，材料の分離がおこらないコンクリートは，適度
この小さい方を鱒目する。普通われわれの実行するコンの柔らかさと粘り強さのあるもので，このようなコンク

クリートのW/Cは，強度からでなくて耐久性から規制リートをWOrkabilityのよいコンクリートという。

されることが多い。2，コンクリートの材料と施行の4原則
（4）ウオーカビリテイ(Workability)コンクリートの権威故吉田徳次郎博士は「よいコンク

「施工が容易でしかも分離が起らない」とはいかなるこリートも悪いコンクリートもセメント砂,砂利から造る。
とであろうか。水を多くすれば，コンクリートは軟かくよいコンクリートはその他にコンクリートの知識と正直

－21－
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日置：林業土木事業におけるコンクリート

質に影響するばかりでなく，ウオーカピリティーに大き

な影響を持っているから，特に粒度については吟味する

必要がある。骨材は2秘願にわけて，細骨材(砂)5mm

フルイを重量で86影通るもの，粗骨材（砂利|)5mmフ

ルイを重量で85筋以上とどまるものに分けられる。

粗骨材の最大寸法が大きくなるほど大粒の砂利とな

り，コンクリート1m8当りセメント量が少なくてす

む。搾業土木事業においても，マスコンクリートの場合

は，なるべく鐸寸法の大きいのを用いるよう留意する

必要がある。

（3）施工の4原則

コンクリート施工の4原則はつぎのとおりである。

ff)がっちり計量する。㈲よく練りまぜる。

例よくつき固め，締め固める。㈲よく養生する。

（ｲ)の計量については，従来の容秋配合より脱却して，

重量配合に切りかえる必要がある。（詳細は4で説明す

る｡）回の練りまぜについては，少なくとも1分50秒以

上が必要である。一般に現場の練りまぜ時間は少ないよ

うである。いっき棒,バイブレーターを併用して，十

分につき固めなければならなし､。バイブレーターを決し

て環場のアクセサリーにしないよう留意する必要があ

る。㈲コンクリート工事中で一識任状態にされてい

るのが養生である。林業土木事業のように特に耐久性を

要するコンクリートは，特に養生の影響が大きい。仕様

欝にきめられたとおり，恭生については，特に厳正にこ

れを守る必要がある。

3，従来の林業土木のコンクリートについての反省

（1）1：ろ：6のコンクリート

従来われわれは，コンクリートといえば，：5：6とか

'：2：4とか，いわゆる容菰配合を用いてきたが，長い

間親しみ慣れてきたので，この数字を犯してはいけない

ような錯覚さえ感じる。しかしこの数字は一体どこから

きたのかといえば，これはセメン1､の重さを1m3当り

1,500kgと仮定し，砂利の空隙に砂を入れ，砂の空隙に

セメントを詰めるという考え方で，いずれも仮定の上に

できているものである。また従来の，：ろ：6では，セメ

ン1，，砂，孤荊で水は忘れがちであった。前にものべた

ようにコンクリートの理§㈱､らすれば，セメント量に対

する水量こそもっとも大切な因子であって．水箪を規制

しないコンクリートの配合は，全く意味のないものであ

る。つぎに大孤利を使う場合と，小砂赫ﾘを使う場合とで

は，砂の分量を変えなければならないことは当然であ

る。それを常にセメント塑6kg,砂0.45m39砂剰0.90

maとしているのは不合理以外の何ものでもない。した

がって従来のコンクリートがはたして，：ろ：6であった

と熱心という心が加わってできる」といっておられる。

そこでコンクリートの材料と，施工の原則を簡単に説

明し，みんなで考えてみよう。

（1）セメント

（『）セメントの租瀕

普通使われるセメントは大体ポルトランドセメント，

高炉セメン1､，フライアッシニまたはポゾランセメント

があげられるがこれをまとめるとつぎのようになる。

艤蕊職淑J此蔦”
ポルトランド
セメント

比重3.05
混合ｾﾒﾝ!{諺浮灘≦ｾﾒﾝﾄ比重295
林業土木事業においては，現場の骨材の条件から最近高

炉および，フライアッシュセメントが大幅に進出してき

ているので，その特性に注目しなければならない。

㈲セメントの成分と凝結，硬化

セメントの原料は石灰と粘土であって，これを焼いて

粉砕したものである。その化学成分の主なものは，石灰

(CaO)碓酸(SiO2)アルミナ(AI20s)等であり，そ

の化合物組成の主なものは，アリッ1、（碓酸ろ石灰sCa

OSiOjベリット（確酸2石灰2CaOSiO2)セリットア

ルミンサン4石灰4CaO･Al203,Flg03)等である。セ

メンI､糊が時間の経過につれて固くなるが，これは水と

セメントの化合（水和）によるもので，固くなる当初の

期間を凝結，後期の分を硬化という，凝結は1時間以後

に始まり，10時間以内に終るのである。

（2）骨材

砂，砂利，砕石は，静浄，強硬，耐久的で，適当な粒

度をもち，ごみ，泥，有機物等の有害量を含んでいては

いけない。骨材の品質は，でき上がるコンクリートの品
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のかどうかわからないという訳である。このように従来

の1：5：6のコンクリートは，科学的な根拠に乏しく，

いま技術革進の時代には，重量配合に切りかえなければ

ならないことは当然である。以上の説明で「林野庁は，

重量配合とやかましくいうけれども，容積配合で十分で

はないか。現に大正年間に打設した1：ろ：6のコンクリ

ー1.は厳然と残っているではないか」という素人の意見

.は姿を消してくれるであろう。

（2）玉石コンクリート

林業土木業，とくに治山の分野で玉石コンクリートが

多く使われてきたが，残念だが理論的にはほとんど究明

されていない。玉石コンクリートが理論的にはっきりし

ないのは，使用する玉石の形状が一定でないためと，玉

石コンクリート自体に対し，圧縮，剪断，引張り等，材

料力学的な試験が不可能であることに根本原因があるも

のと考えられる。このような観点から従来，玉石の空隙

率を40％に決めて一率に施工してきたために，玉石の間

に十分コンクリートが充填されずに，たとえば会計検査

の際指摘を受けている現状である。われわれは今こそ従

来の｢カン｣とか憶測で施工してきたことを深く反省し，

これの解明と確立に努力をすべきである。破壊検査，注

入検査についても，一応の基準を設けなければならな

いc

(8)A.Eコンクリート

従来コンクリートといえば，水，セメント，骨材であ

ったが，第4の材料としてA.E剤が登場し，コンクリ

ートエ鞭は飛躍的に進歩しつつある。現在わが国で用い

られているA.E剤は，ピンゾールレジン(Vinsolresin)

ダレックス(Darex)プロテックス(ProteX)スプーマ

(Spuma)ポゾリス(Pozzolith)である。このA.E剤は

コンクリートの中に空気を導入し，ウオーカピリティー

がよく，プリージングが少なく，水密性が大きく，凍結

融解に対する耐久性が大きく，耐酸性が大きく，休職変

化を少なくし，単位水賦，単位セメント瞳をへらすこと

ができる長所堂持っている。林業土木事業のコンクリー

トにも適するので，ここ数年来使われているが．容積配

合で，しかも空気量の測定を行なっていない。林業土木

研究所の所長竹内先生は，これを「盲，蛇に怖じず」

「子供に名刀を持たせるように危い」と警護しておられ

るが．われわれはこの点をよく反省し、輝く「A.Eコン

クリート時代」に汚点を残さないように協力しなければ

ならなし､。

（4）品磯管理

従来のコンクリートについては，品質管理体制がきわ

めてお籾未であった。この点についても留意しなければ

ならない。（これについては5で説明しよう）

4，林業土木のコンクリートの問題点と対策

（1）林莱土木事業の現場の特殊性

林業土木事業の現場条件はきわめて劣悪である。工事

現場の地利的条件は人里を遠く離れた奥地であけ，地理

的条件もまた山腹は急峻で，溪谷は深く刻まれている。

したがって工事現場の労務状況も悪く，加えて現場と下

流の保全上の要請度も高い，ここに紘業土木事業独特の

技術が要請されることになる。ある人は林業土木の現場

をみて，猫の額のような箇所で，そそり立つ山壁に取り

組んでいる姿と表現しているが，この姿こそ林業土木事

業の宿命であろう。

記録映画「佐久間ダム」を見られた方は，コンクリー

ト品質笹理に目をみはったことであろうが，林業土木の

現場は，一カ所当りのコンクリート打設臓もきわめて少

なく，十分な施設はできない。すなわち現場の特殊性は

1．骨材の置場が十分確保されない。

2侭却擬の関係から十分な施設ができない。

ろ．標高が高いので機械の功程が落ちる。（標高100

mに1馬力低下するといわれている）等が挙げられ

るがこの環境にふさわしいコンクリートの技術を確

立することがわれわれに課せられた使命であろう。

（2）林業土木用コンクリートの問題点と対策

それでは，われわれが行なわなければならないコンク

リート打設上の問題点をここで考えてみよう。

“）基本的原則(BasicPrmdiple)を守ること

最近，重量配合,A.Eコンクリート等従来の古い型

から脱却して新Lい技術がとり入れられているが，それ

と併行して，コンクリートの華本的な原則はがっちりと

これを守らなければならない。たとえば完全な重鬘鍵合

で正確に計画され打設されたコンクリートが，十分つき

固められず，これに加えて炎天下に養生もされずに放溌

されればどうなるかの点を真剣に考えなければならな

い。要するに決められた原則は，これを譜実に守るよう

作業員一人一人に数育を行なって，よい習俄をつけさせ

なければならない。ミキサーマンには，練りまぜの誇り

を，バイブレーターマンには，締め固めの誇りと責任を

持たせるようにしたい。先日ある現場でバイブレーター

マンが，腕章を巻いて締め固め専門に作業を行なってい

たのでここに紹介しておきたい。

㈲耐久性のバロメーターを作る必要があること

コンクリートの耐久性については，その尺度をきわめ

る必要があることは，前節で述べたが，これの確立は急

務であろう。普通強度と耐久性は併行するが「死石」の

入ったコンクリートは，強度があっても耐久性がないの

－23－
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で，その点十分留意しなければならない。

レウ担当員の質の向上を計ること

最近の林業技術者の不足は決してゆるがせにできない

問題であるが，そのうち林道，治山関係技術者の場合は
もっとも深刻であると考えられる。

現在の高等学校の林学科においては，コンクリート工

学の専門的な教育は全然受けていないので，林業土木事

業を担当させられて初めて，先輩の教育と独学によって

学びとらなければならない現状である。そのためには，

土木工学専攻生の最少限度新規採用と，研修の強化は必

要であろう。「林業のことは、林学専攻者にお任かせ下

さし､」という思想は，ある場合には危険であることもあ

りうると断定してはいけないだろうか。先日コンクリー

ト研修のためY市に出張して,Yエ業高校の土木科の主

任教諭にお話を伺ったが，その話の中に「最近のエ難業

界の好況から卒業生は大手筋の会社にひっぱりだこであ

るが建設省開発局農地局等よりはスカウト？云々」とい

うことがあった。そして私は林野庁としてこの点に耳を

傾けなくてよいだろうかと考えさせられた。私は現行の

林紫土木には，何人かの純土木専攻者が絶対に必要であ

ることを訴えたいのである。

㈲コンクリートに対する認識を深めること

林業は必ずしも造林，種苗，生産，販売だけでもない

と恩わはれるので，コンクリートの技術についても，大

方の関心を深めていただければ幸甚である。

5，林業土木における最近の特殊なコンクリート工法

（1）注入コンクリート

それでは,搾業土木事業における最〕噂特殊なコンク
リートを一,二紹介しよう｡型枠内に填充した骨材間の空

隙に特殊のモルタルを圧入して造ったコンクリートで，

普通のコンクリートを打ち込むことが困難な場所（たと

えば水中など）にも容易にコンクリートが打ち込むこと

ができる利点を持っている。

特殊な注入補助材を用いる方法が，アメリカでは「プ

レパクトコンクリート(Prepactconcrete)といわれて

いるが」これは特許になっている。このプレパクトコン

クリートは，材薬土木事業においては橘脚，堰堤の基礎

をはじめ，堰堤，護岸等マスコンクリートに多く利用さ

れている。

（2）ショットクリート

コンクリートガン(Concretegun)またはコンクリー

トスプレイングマシーン(Concretesprayingmachine)

を用いて，コンクリートを吹はけ，治山事業の分野にお

いては，転石の剥落防止，崖錐の保謹等に利用され，林

道事業の分野では，ずい道内の内装，椛造物の修理等に

用いられる。

（3）大砂利コンクリート

玉石コンクリート工事において，玉石と玉石の間にコ

ンクリートが十分充旗されない場合があり，会計検査院

の実地検査においても，この件の指摘が多いので，青森

営林局におし､ては，従来使用していなかった15～8cmの

大砂利を使ってコンクリートを打設した。まず現場にお

いて，大砂利を集め，これをトロンメル式骨材選別機に

かけて選別し，これを骨材にしてコンクリートを打設し

てかなりの成果を挙げている。

（4）ソイルコンクリート

コンクリートは，必要な強さと臓久性を持たなければ

ならないことは当然であるが，ある部門においてはその

目的に応じて許容される程度のもので，ことたりる場合

がある。たとえば山腹工事における山腹石積，水路等が

これで，法面が緬上されそこに植栽された苗木が地中に

深く根を下せば，これでこの目的を達したことになる。

このような鍋点から，現地の土壌を使用してコンクリ
ートを造る，いわゆるソイルコンクリ－1，が熊本営林局

舸蘇）誠喬局（赤城）で研究され始めた。

おわりに

以上林業土木事業におけるコンクリートについて，そ

の概要をかいたが’必ずしも当を得ていなくて独断的な

面がないでもない。

ところでコンクリートには必ず粗悪工事がつきまとう

溌兄であるので，最後に，コンクリートの漫談を付記し

てこの稿を終りたい。

「コンクリートが酒で固まるという話がある。今では考

えられない話であるが，大昔請負人が粗悪工事をして，

コンクリートが固まらないと一夜竣功検査官に酒を飲ま

せて籠落の上竣功検査合格のハンコを貰い見事？竣功

と相成ったとし、う。これ酒コンクリートを固まらせるの

ゆえんである｡いま本物の酒でコンクリートを練ったら

どうなるかということから，ある試験室でこの実験を行

なったという。

結果はどうなったか。全然固まらなかったのである。

そこで雑の水を加えたら，凝結時間は早くなり．初期強

度も高くなった」この話をなぜここで紹介したかといえ

ば，朴鍵土木廟業においては厳正ばかりではいけないこ

と。つまり監督員と請負人の間に意思の疎通は必要であ

る以上，起エ式のお神配くらいは，さらりと飲んでいい

意味で愉快に仕事に励むことが必要であることをいいた

かったのである。（37.9.20）
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い，強化木の特質である強靭性や加エ性が失われるだけ

でなく，コスト高となり，作調生を低下させるなどの欠

点がある。逆に厚すぎる場合には，樹脂の含浸性をそこ

なし､，均質なものが得難く，あまり好ましくない。

強化木の合板から独立した製造工程は，単板の乾燥か

ら始まる。乾燥の目的は，単板中の水分を除去し，樹脂

の浸潤を容易にする点にあり、その意味から，ほとんど

絶乾状態にまで乾燥しなければならない。ある程度の水

分の存在をむしろ可とする合板の場合とは，この点です

でに違いがあるわけである。次の工程は乾燥後の単板に

樹脂を含浸させる操作で，これには，常圧含浸法，真空

含浸法，加圧含浸法，高周波含浸法がある。化粧板用の

紙などと違って，木材の含濁生の悪さは，防腐処理など

に際して誰もが経験することであるが，この難点は，単

板においても依然としてつきまとい，鋤旨を多量かつ均

一に注入するための考慮が種々なされている。強化木用

の鋤旨は，電気絶繍生のよいもの，機械強度に重点を溝

くもの，光沢の美を強調するものなど，目的に応じ使｛

わけされているが、そのほとんどがフェノール糊旨であ

り，含浸性のよいことが必要条件の一つとなっているプー

め，接着剤に用いられるものより，縮合度の低いのが稗

通である。メタノールなどで稀釈した樹脂を、真空含

没，加圧含浸，高周波含浸などの方法を用いて強制的に

注入すると，単板重量に対し50％程度の糊旨が含浸され

る。第三の工程は，郷旨を含浸した単板の乾燥で，溶刈

の揮発と樹脂の縮合度を促進させ，プレスの際に樹脂が

流出するのを防ぐために行なう。第4の工程睦，プレス

で，何枚も種み重ねた樹脂含浸単板を，熱と圧を加えな

がら，元の厚さの70妬（圧縮率70％と表現する）ぐら(,・

にまで圧締する。圧締は，最終圧力100～200kgﾉcm･.jf

終温度140～160｡Cで行なわれ，郷旨は完全に硬化し，

不溶不融になる。含浸単板は，熱伝導率が約5×10-弁

Cal/cm/sec/｡Cときわめて小さく､そのため，戦前のよ

うに熱盤のみにて熱を供給しようとすると、厚いものを

作る場合など，内部まで熱が伝わるのに長時間を要し，

熱盤に近い面とそうでない部分とに著しい差が生ずるの

で，均質な製品をうるのが困難であった。現在では，商

周波加熱を併用することにより時間を数10分の1に短縮

でき，同時に，高周波の加熱機織が物蝋自体の内部発熱

によるものなので，低圧力での圧縮が可能になってい

る。ここに時間の短縮と広面積および厚物の生産という

両面の目的が解決されたわけである。

強化木の性質

強化木は，合板や識層材などと同様に，木材の長所を

生かし．短所を補う意味で研究されたものであるから鰐

まず，木材との比較から行なってみる。

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

強 化木
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

細 谷孚

強化木が今日のように，電気の絶縁方面に使用される

ようになったのは，今から15年程前からにすぎない。強

化木の歴史を振り返ってみると，1930年頃，ドイツにて

研究されたのが最初で，19記年頃には，日本でも試作さ

れるようになった。第二次大戦の頃になると，対比重強

度の大なる点に着目"して，金属材料に代えるべく研究が

行なわれ，特に終戦直前には，軽金属の欠乏から，航空

機のプロペラ，翼桁，主柱材等の材料として軍から要求

され，プレス設備を有する合板メーカー等は，総力をあ

げてこれの生産研究に当たった。その結果，幟造材とし

ての強化木は，急速に進歩しだが，終戦になって用途が

絶えたため，一部を除き忘れ去られた形になっていた。

その後，再び注目されるようになったのは，遡気絶縁材

料として再出発の道が開けてからである。しかも，高周

波誘電加熱法の採用により，従来，難点となっていた非

能率的な点が大幅に改良され，量産化の見通しがついた

ことも，強化木の前途を明かるくした。しかし，その用

途が電気の絶縁方面などに限られていたため，一般人は

もとより，林業にたずさわる人にも，なじみの少ないも

のである点はし､なめない。本稿は，強化木の製法，特性

などについて，概略的な説明を行なってみたい。

強北木の製造方法

強化木なる語を定義すると，強化木とは「木材を厚さ

0.5～1.5nlmの単板に切削乾燥し，液状の合成樹脂溶液

（主にフェノール樹脂アルコール溶液）を浸み込ませた

ものを何枚も積み重ね，熱と圧力を加えながら樹脂を硬

化させたもので，木材の強度，不均質性，異方性，吸湿

性等を改善した改良木材｣で，硬化積層材とも称される。

強化木に使用される材種は，単板の形にできるものな

らば，どんな樹種でもよいが，機械強度，入手性，作業

性などの点からカバ，ブナが主として用いられてい

る。第4図に樹種別強化木の強度を示してあるので参照
していただきたし､。

謝上木の製造工程となると，少なくとも原木にさかの

ぼらねばならぬが，単板に至るまでの過程は，合板の工

程と全く同じであるので省略する。普通には，0.5～1.5

mmの厚さの単板が使用される。あまり薄いものを使う

と，電気的性質や機械的溌疲がベークライ1,に似てしま

三
《

宙

1，

一

W

筆者：新田ベニヤエ業株式会社研究課
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細谷：強化木
－

第1表木材と強化木の性質比較 鞠
木材｜項目｜強化木

1500

1000

500

＝

対比重強度は非常に

大きし､が、かさばる

のが欠点

空墳が多く，熱や音

の不良導体

乾燥状態では優秀で

あるが，吸湿により

著しく低下する。

一

対比霞強度･も，単位

而績当りの強度も，

きわめて大

熱や青は伝えにくい

機械強度
－

－

局、、、伝導性

鋼アニカベラ強コリ，力ベラ強
ルウ1ィ化
鉄ミム:シ郷キントシクホ木
第1図各種材料の強度ノ比重の比較

して，第2表および第1図に示す。なお，強化木には第

5表に示すように方向性があり，第2表および第1図に

示した数値は，いずれも繊維方向の強度である。

第2表から，強化木は，木材などよりすぐれた機械強

度を持っていることがわかる。表には示さなかったが，

鋼鉄およびアルミニウムの強度をみると，引張強さが，

第3表強化木の方向別強度

すぐれている電気絶縁性
＝

夕

加エ堂|比較的良好きわめて良好

割合に安価

ー‐

ー⑧

価格|かなり高価
r手性|比鮫的容易比較的容易

木目は美しし、

産地，立地条件，年

輪幅の差，節や割れ

などのため不均質

大

大

且

きわめて美麗外観

均質性 均質化されている

ある程度調節可能

ほとんどなし

虫や菌に犯されず

異方性

吸湿性

イ：繊維方向ロ；板幅方向ハ..職層方向

おのおの約5,000および約1,000kg/cm3で，前者で強化

木の2倍，後者で2分の1の強度しかないわけである。

また，強化木の対比重強度は，第1図のごとく，鋼鉄等

のろ～5倍で，木材の対比重強度の大なる特長をそのま

ま生かしつつ，単位而稜当りの強度を金属材料並に引き

上げることができたのである。木材の異方性は，強化木

の場合，単板の較層に際し繊維方向を－枚おきに直交さ

せたり，45度偏向させたりしてカバーすることができる

この時の強度については第6表に示してある。

2．電気的性能

終戦による構造材としての利用面の途絶は，一時的に

強化木の存在価値を危なくしたが，暇気材料として登場

するにおよんで,再び脚光を浴び始めた。その意味から，

現在では．強化木を語る上に電気的性能は必要不可欠な

ものになっている。強化木が電気材料として注目された

理由は，嬢械強度のすぐれた高絶縁材料だからで，特に

強電機器部門では商電圧に耐える高強度の材料を必要と

する場合が多く，以前は，ベークライトとかパラフィン

や亜麻仁油で処理した絶縁木などが性能や寿命などの点

で，必ずしも満足さ』1ずに使われていた状態であった。

強化木の登場は,この方面に貢献するところ大であった。

第4表に強化木等の電気抵抗を示してみる。

虫や繭に犯され易し、 腐り易さ

燃焼性た 木材より蓋火しにく

いが，可燃"

強化木の性質は，単板の種類，厚み，圧縮率，樹脂の

種類，樹脂含浸率，単板の積層方向等により大きく左右

されるが，特に影撫力の強いもののみ図または表で比較

するにとどめ,ここでは,最も多く使われている約'imm

のカバ単板を使い，含浸率約50鐙，同方向獄層，圧縮率

70影の電気絶縁用強化木（以下，本稿で単に強化木とい

えばこれを指す）についてその性質を説明する。

1．機械的性質

強化木の嬢械強度を，木材およびベークライトと比較

第2表各”ｵ料の機械強度
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細谷：強化 木
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第4表によれば，強化木の電気抵抗は，木材やパラフ

ィン注入木材に比し劣っているかの印象を受けるが，木

材は吸湿性力稚いため，湿気を吸って大幅に電気抵抗を

第4表各種材料の電気抵抗

第5表調上木の磁気的性能

絶縁抵抗

常態|煮沸後

球状電極｡貫層方向|,W"|,W"材料名｜電気抵抗｡c、 強
化
木

109

1

1012Q

105

l

107Q
厩五

kvmm

8．0

2,"ka"
kv/mml

同上・沿層方向ガラス

木材

パラフィン注入木材

ベークライト

強化木

３
１
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郷､'二 法底F孔

霧厩雷顧貫層方向|"ﾉ､、 |Q Q

II,u,I!1｣×1091×107

1謡Imml以上以上孔法格'二

※フェノール積層板旧JISK67061種1号1級品規格値

機などに限られていた。メーカーの数も少なく,JIS･

も制定されていないため，熱硬化性鋤旨の規絡や昔の航

空規絡を準用したり，納入側と受入側の協定で独得の規

格を制定したりしている。最近食器やアクセサリーの部

門にも進出をはじめたが，まだ鍾的にはわずかである｡

主な用途をあげると次のようになる○

1．強度と随気絶縁性を生かした用途パンタグラフ絶

縁台，第三軌条集電靴支持梁等の車両関係，遮断器用ロ

ッド，変圧器用絶縁スタッド等の強電気方面○

2．強度のみを必要とするもの紡織機用ステッキ等○

3．光沢や木目の美しさを賢われたものナイフ等の食

器の柄，ブローチ，ネクタイピン等の装身具。

第6表単板の積屑方向別磯械強度

減じ，水中に浸漬した場合などはほとんどゼロになって

しまう。また，パラフィン注入木材は熱に対して弱い欠

点があり，機械強度や耐候性の点でも強化木よりはるか

に見劣りがする。強化木は，木材中の水分を除去し，そ

のあとをフェノール樹脂で完全に固めてしまってあるた

めほとんど吸湿せず，温度や湿度の変化に対する安定度

も高いわけである。強化木の電気性能におよぼす湿度お

よび温度の影響を第2図，第5図に示す。

強化木の現況

強化木は，合板などにくらべ，表面積の小さい用途面

が多く，節や割れなどの多い不良単板も，その部分を取

り除いて使ﾚ､うる利点があるが，多量の合成樹脂を消費
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第2図強化木の固有抵抗温度特性
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第4図主用木材とその強化木の曲げ強さ

気乾木材の強度は，強化木との比較上，手元にあった

材料を職層板の規格に準じて測定したもので，この数値

がそのまま木材の強度を代表しているとは限らない。

坐
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第5図強化木の固有抗温度特性

するのと，製造エ程が長いため，高価になるので，性能

的に非常にすぐれているが，その用途力滝気，車両，識
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ベルの高いものであると思う。その証拠が，特に治山技

術者は短年月に養成できないし，現実に，長年同じ道で

営々と溺轄したベテランが中心で動いていること。しか

し，治山技術者はほとんど冷遇されている。かっての局

の土木技術者がそうであったように。ある種の人々は，

治山ｵ対而者は融通性がなく，上級ポストにつくだけの識

見・手腕が欠けていると理由づけにするかも知れない。

だが，かっての田中八百八技師時代，近ごろとは逆に，

治山のベテランが重要視され，登用され，それぞれ手腕

を発揮されたことを思い起してもらいたい。

ともかく，優秀な技術者を冷遇する風潮があってば，

林野行政は，いつかは弱点をさらけ出す恐れがあろう。

私には，そのキザシが感じられるのだが。われわれは．

あくまで林業技術者であり，林業技術はし､つ¥)騨電され

ねばならない。

（5）かっての林学は北欧に学んだ。当時の実情から

一応，それがよかったとしても，そのことが，どれだけ

日本の林業にプラスしたであろう。いや，マイナスとな

り，本来の日本林業の発達を阻害し，時には逆もどりさ

えした部分がある。

戦中，戦後は，欧米見学がとだえ，これがかえって，

日本の林業を見つめる良し､機会を与えてくれたことは幸

いである。1＋1は世界中どこで加算しても2になるが．

休業技術は必ずしも同じではないからである。

ところで，世界が縮まるにつれて，外国行きが盛んに

なった。結構なことなのだが，わずかの期間の視察ﾀ忍織

を持ち帰っての受け売りは慎しんでもらいたい。

日本方鐸に縁のない欧米技術論が幅をきかせるのは．

どうも気にかかる。受け入れる側にも問題はあるが，外

国材鐺視察者は，どうか，九大，東大の某銅受らのよう

に，もっと批判的に見て来てもらいたい。日本の狭くて

曲屈の多い左側車道で欧米の左ハンドルの大型高級車を

運転している愚さは，自動車界だけで十分である。

林業雑感

倉田益二郎

沙林業技術発展

のための苦言ぐ

昭和9年組には傑物は多いが，同時に口の悪い奴が二

人し､るといわれている。その中の一考人が倉田だというの

が相場らしい。去る10月29日第2回治山研究発表会での

各大学教授達の誰評のおり，壇上で次々と「ロの悪い倉

日I君がいずれあれこれ批評しようから，この辺で･･…･」

｣曾いう挨勝があった。これでは公認された形である。

ところで．口が悪し､で通っている私は，自分ではそう

は思っていない。というのは，多分，他の人は心に思っ

ていてもロにしないのに，私が思うままを馬鹿正直にい

うことが．あいつは口が悪いといわれる理由らしいから

である。とすれば，あえて擁鍍はしまい。

そこで．この林業雑感の最終回に，私が日ごろ，これ

でよいのかと思っている事がらを拾いあげて，あなたの

お判断を願いたい。

（1）古識『が単に古いためでなく，それがその時代

の寸一ぐれた代詞乍として芸術的価値が高い故に尊ばれ

る，と同様に，林業林学界長老の存在価値は高い。しか

しいわゆる権威者が，とかく過大評価され，また，権威

者自身が独尊の形で君臨した傾向がかなり強かったよう

である。そして，今日もなお，その名残りをとどめてい

るらしくもある。

なかなか比較はむずかしいが，理学界では，学問。技

術の場においては，老若同格で，まことになごやかに論

争が行なわれるという。これにくらべれば，林業林学界

は必ずしもそれまで成長していない。

純粋理論は常に正しいということと，林業における応

用は時代の流れに左右されるものであるとの認識と処

置の点で，新旧。老若間に照りを生ずるのではあるまい

か。そうだとすれば，若い技術者は理論を軽視してはい

けないし，老大家は時世の流れを見逃してはなるまい。

したがって，互いに胸際を開いて話し合う機会をより多

くもつことが大切である。

（2）終戦のおり，藤岡光長博士がアメリカ軍と交渉

され，長官ポストが技術者に移ったことは記念すべきこ

とである。しかし，材錐技術者の第一劉牛は，よりよい

技術者であることに変りはない。

ところで，林業鈎術のうちで，治山揖荷はきわめてし

一．
心

一

』

昼

一

戸
ｒ

以上，林業林学界の新旧・老若層の隔たり、林業技術

軽視の傾向，それと欧米直輸入の撫師と思想の弊害な

ど、これまで私が感じていたままを述べた。これらが，

単なる私の短見にもとづくものであってくれれば幸いで

ある。

さて．この棚も7月号以来すでに6回，その間，意外

に多くの読者から興味をもって読まれていたことを耳に

して，私はこの上もない嬉しさを感じた。感謝します。

ともかく，私としては，もう述べたいことは出しつくし

たようである。それで，できうることなら，いろいろと

変わった考えをもつ人々によって，この棚を続けてもら

えれば幸いである。
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１
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I 制の改善，⑨国有林経営の合理化等からなっている。

森林保険課新設一

10月10日付で林野庁に森林保険課が新設され，初代課

長に大沼省三氏が就任した。

木材需要の長期見通し

木材資源利用合理化本部では，11月1日丸の内の銀行

クラブで「木材滞要の長期見通し」を発表それによると

10年後の木材総播要量は7,960万nl3となる。

第6回森組全国大会

11月4日午前10時から青山の日本青年館で開催，森組

育成強化などの8項目を決議。

フローリングJAS認定制

10月25日付官報明年1月1日から実施で，フローリ

ンクエ場のJAS認定をきめる「床板の格付け方法」が

告示された。

森林保険25周年式典

10月25日午前10時から農林省7階ホールで，森林国営

保険制度創設25周年記念式典が行なわれ，功績者に股林

大臣賞，林野庁長官賞が贈られた。

第6回国土保全大会

日本治山治水協会，日本林道協会，公有林野全国協議

会共催の大会は10月31日午前10時から東京虎の門日本消

防会館ホールで開かれ，①林道の拡充整備，②治山事業

の拡充強化，③公有林野造林の促進の3項目を決議，政

府に陳情した。

’
野呂川林道完成

’1年の歳月，総工費'06,000万円の巨費を投じて，エ

事が急がれていた野呂川林道の完成祝費式が10月31日現

地広河原で，記念式典は'1月1日午後’時から県民ホー

ルで催された。この野呂川林道の完成で流域13,000ha

の森林面穂と217万In3の蓄積が開発される。この林道

の中の夜叉神林道燧道は海抜1,394mの地点を走り，延長

1,148mで日本一，これを含む22,719mの林道の中には，

健道22錘長2,267m)橋梁16(延長242m)があり，岩

石の切り取り44万In3とし､われる。

中央森林審議会林業振興で答申

中央森林審議会は10月26日総会を開き，「林業振興に

関する基本的施策につし、ての答申」をまとめた。この答

申の内容くま．①生産の増大と生産性の向上，②林業溝造

の改善，③木材濡給の円滑化と流通の合到上，④普及指

導の強化，⑤林業地域総合振興対策の推進，⑥林業に関

する団体の整備強化，⑦国土保全および水資源かん養の

機能の確保，⑧行財政投融資の拡充と金融制度および税

《
〉心
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私
は
関
東
よ
り
南
で
年
の
瀬
を
迎
え
た
こ
と
は
な
い
。
関
東
周
辺
で
あ
る
と
、
菊

の
葉
も
落
ち
、
恵
比
須
講
も
す
ぎ
て
朝
晩
の
寒
さ
が
加
わ
り
、
商
店
街
に
大
売
出
し

の
職
り
が
は
た
め
く
と
、
街
に
は
よ
う
や
く
年
の
瀬
の
感
じ
が
た
だ
よ
っ
て
く
る
。

あ
わ
た
だ
し
い
よ
う
な
、
う
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悲
し
い
よ
う
な
、
人
生
の
希
望
と
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愁
と
悔
恨
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ま
ぜ
て
年
の
瀬
は
近
づ
い
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
年
の
瀬
と

日
本
的
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リ
ス
マ
ス
と
が
混
在
し
て
、
雑
然
、
騒
然
た
る
う
ち
に
新
年
を
迎
え
る
よ

う
に
な
る
。
歳
末
と
か
年
の
瀬
と
か
い
う
感
じ
も
、
以
前
と
は
大
部
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
だ
。
従
来
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
は
季
節
感
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、
季

節
の
移
り
変
わ
り
が
生
活
の
節
と
な
っ
て
い
た
。
春
な
ら
ば
桜
に
わ
ら
び
、
初
夏
は

あ
や
め
と
鰹
、
夏
は
き
う
り
、
秋
は
菊
に
も
み
じ
、
さ
ん
ま
に
大
根
、
冬
は
み
か
ん

と
ぶ
り
、
こ
う
し
た
花
や
食
物
は
、
暦
と
共
に
移
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
は
こ
ん
な
区

別
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
四
季
を
問
わ
ず
花
や
野
菜
が
作
ら
れ
、
冷
凍
魚
は
一
年
中
食

膳
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
自
然
の
四
季
と
か
か
わ
り
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
生

活
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
今
で
は
誰
も
こ
れ
を
あ
や
し
ま
な
い
。
歳
事
記
の

季
語
も
先
人
の
感
じ
た
よ
う
な
実
感
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
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人
々
に
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と
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ろ
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こ
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室
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熱
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に
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り
農
業
・
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も
、
そ
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生
産

が
四
季
と
無
関
係
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
エ
業
的
に
な
っ
た
と
い
え
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つ
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ざ
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な
い
が
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そ
う
で
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い
。
工
業
は
季
節
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無
視
し
自
然
の
条
件

を
変
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し
て
生
産
を
行
な
う
。
砂
漠
の
中
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ら
石
油
を
採
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底
か
ら
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り
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き
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い
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ム
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り
、
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腹
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中
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所
を
作
る
。
こ
れ
ら

は
四
季
の
運
行
と
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か
わ
り
な
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の
活
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を
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け
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い
る
。
わ
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わ
れ
の
生
活
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節
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す
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い
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。
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。

私
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そ
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じ
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は
季
節
感
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た
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四
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に
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思
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。
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さ
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を
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こ
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情
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感
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の
に
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私
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道
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桜
の
咲
い
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翌
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降
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あ
っ
た
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私
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と
っ
て
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海
道
の
春
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少
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た
。
そ
し
て
夏
は

さ
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ぱ
り
暑
く
な
く
、
秋
と
い
え
ば
霜
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お
り
た
。
年
の
瀬
に
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零
下
一
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度
に
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な
り
、
歳
末
の
あ
わ
た
だ
し
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も
、
寒
さ
に
こ
ご
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た
。

今
ま
で
の
歳
末
を
特
長
づ
け
た
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わ
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だ
し
さ
も
、
う
ら
悲
し
い
よ
う
な
、
も
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さ
び
し
い
よ
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感
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こ
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か
ら
は
、
季
節
感
と
共
に
う
す
れ
て
ゆ
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で
あ
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う
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
次
の
世
代
は
ど
の
よ
う
な
新
し
い
感
覚
で
年
の
瀬
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送
る
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で
あ
ろ
う
か
。
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‘しんかん紹介一

「農家林業の経営」

本謝は林業基本問題の答申書において，今後の重要な

林政客体として注目された家族経営的林業（その大部分

は農家林業によって占められている）の発展の過程，展

開の現状,経営上の問題点および主要国における林政上

の位置づけなどを分折し，紹介している。このような小

私有林業の問題を総括的に分折した文献がわが国におい

ては全くないため，今後の林野行政を進めていく基礎的

資料として大いに役立つであろう。また基本問題の答申

藩において家族経営的林業の育成のため，国有林や公有

林などの祇極的な協力を提案し，それらを柵造政策とし

て推進しようと意図しているが，育成されるべき家族経

営的林業の経営構造や生産方向などがいまだ明らかにさ

れていないので，具体的に対処すべき当局の方針も明確

にされがたい現状にある。

本番は国有林等において今後の運営卜隼紀してくる実

､一一ｰ_一空阜_＝

著 者紙野伸二
発行東京都港区赤坂一ツ木町31

地球出版
B6版268ページ定価450円〒100円

際的問題に対し，依るべき所を示唆しているので，現場

の担当職員の手引書となるであろう。また農家林業の経

営改善の実際的問題に触れてし､るため林野行政の第一線

に活躍している林務職員の指導書として役立つにちがい

ない。このように本番は広く林政の基本的な問題を取り

扱いながらも，それはひとり政策立案者のみならず，末

端の担当者に至るまでの参考文献としての役目を果すも

のであると信ずる。

第1章農家林業

第2章艇家による林野の自給的利用

第3章艇家における林業生産の展開

第4章腱家林業の経営的性格

第5章農家林業の問題の所在

第6章農家林業の改善計画

しんかん紹介

割"･‘･‘‘･伽9.00.010,000.00J100.Io.810000.0.｡lll｡.ub｡gn…林地肥培体験記懸賞募集"･･･‘"･‘'･‘‘""""川‘．．‘"‘I"‘"’"伽'･‘‘･‘‘!"""＝倉 冒
言

昨年，全国で造林された方は50万戸で，そのうちの1割が，大なり小なり林地に肥料をやってい皀
皇

草ますが'林地肥培に関しては,種勾疑問をもたれる方もあるようです｡国土の約70%の森林を持つ
わが国が木材不足に悩む現状を解決する方策の一つとして，これを強力に推進する必要があると思‘篝
います。このためには肥培の成果を，ひろくわかちあい，共々 に手をつないで進みたいものでぎす。ご号
生きた肥培の，あるいは肥培の指導の実例を，どしどしおよせ下さい。文章の上手，下手は問いま 胃
せん。合作でも結構です。言

g 宣
言内容林地肥培の体験あるいは肥培指導の実例をどんな角度から取り上げても結構です。
g 言

冒 樹種，面稜を問いません。冒
皇応募資格号
：1．林業経営に実際肥培を取り入れ実行された方言
星2．林地肥培の指導や普及にたずさわっている方，ならびに試験，研究をされた方冒
冒 言個人，団体を問わず，どなたでも結構です。皇 冒
目 原稿400字詰原稿用紙で本文を大体15枚以内“くても，少しは長くてもかまいません）言
>昌 ペン書（必要な図表，写真など，できるだけつけて下さい）原稿の初めには必ず住所，氏名，また号暑 号

暑所属団体，役職名，なおできれば年令，管理経営されている森林の概略（面積とか，樹種とか’管．冒皇 郵膠態とか）を記入f下さい。§ 害
§送り先畠
耆 東京都中央区日本橋通り1－6北海ピル内日本硫安エ業協会普及委員会 胃＝

皇 応募の原稿はお返ししません。冒

締切昭和38年2月末日、言： ＝胃号
言発表昭和58年4月12日予定応募者各位にそれぞれ通知すると共に，募集の機関を通じて 青＝

皇 公表。言
曽享覚

胃一等5万円1名二等1万5千円2名号冒 号
三等8千円3名佳作4千円4名ミニ

言 入賞者を除く応募者全員に記念品を贈呈。言
昌 鼻
星主催日本硫安エ業協会（尿素研究会を含む） 畠
冒 後援硫安ｴ業会，日本林業技術協会,林地肥培協会,全国林業改良普及協会,全国森林組ニミ 冒

合連合会｡
＝

亨
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を記念して，盛岡市において開催された銭会に，日*噸

索|上支部連合会総会は去る10月5日正午から岩手県議会

議事堂において開催された。

武田連合会長，福寿岩手県農地林務部長，本部松原専

務理事等の挨拶に次いで，昭和56年度の決算報告，昭和

37年度の事業計画，収支予算その他の議案を審議決定し

た。なお本部松原専務理事の「最近の林業情勢」につい

て誰演があって，午後5時頃総会を終った。

会員の皆様へ

◎本誌のありかたについて

「林業技術はむずかしい，読みにくいといったような批

判も大分あるようです。それについて常務理事会でも検

討され，今後はだんだん，平易な親しみをもって，なる

べく多くの方に気楽に読んでいただけるようなものにす

るべく努力しています。

つきましては，会員からの投稿をおおいに観迎します

が，次の点にご留意下さい。

○会員の研究や調査の発表などは，なるべくその要点だ

けに止め，1職2,000字程度に頼みます。やむをえな

い場合でも4,000字を超えないこと。

○「自由論壇」「会員の声」など技術振興に関すること，

林政に関すること，あるいは職場に関する問題等につ

きましても，おおいに意見を述べて下さい。「林業技

術」誌は会員のものとし7て積極的に利用していただい

てこそ真価が出ると思います。しかし，これも一篇

2,000字以内でお願いします。

◎会員の増加計画について

本会が林業技術者の職能団体として積極的に活動する

ためには，やはり組織の力が必要です。今後いろいろと

新しい活動に入るべく具体的な方針を遂次進めています

､が，林難御I『者が一人でも多く会員として協力していた

だける態勢にもっていかなければなりません。そのため

,に過日の理事会では会員の倍増計画を決定しました。会

員のご協力をお願いします。

‘◎退職者の全国組織について

営林局署や地方庁の林業職員の退職者の方々の組織

‘は，地方別には今でもできているようです。これらの方

々が，全国的の連がりをもって，互にその消息を知り合

ったり，たまには顔を合わせて，若かりし頃の思い出

を語り合う機会でもあれば，われわれの職域の先輩達に

.とっても一層明かるいものとなるでしょう。そして，日

林協がお世話をして，そのような全国的組織を作ってみ

たらと考えていますが，いかがでしょう。これに関して

のご意見を聞かせていただけば幸甚です。

○その他いろいろなご相談，質疑に対する解答，図書

や器具等の職入幹旋等何でも協会に申し出て下さい。協

会は会員のためのものであり，できるだけのおてつだい
をいたします。嘩務局から）

関西支部連合会，四国支部連合会合同大会
ダ

10月20日京都府立大学磯学部において，日本林学会関

西支部総会と併せて挙行，この合同大会は大会長山崎次

男氏の挨拶，来賓祝辞に次ぎ，順次それぞれ各総会を開

催して，役員改選決算報告，予算および事業方針等，議

案を審識決定した。来賓としては日本林学会長荻原貞

夫，日林協専務理事松原茂，林野庁長官代理伊藤清三，

林業試験場長代理橋本与良，九州支部長佐藤敬二の各氏

が列席し，参会者約200名で，非常に盛会であった。

なお当日午後は林学会会員の研究発表があり，翌21日

はシンポジューム，および特別講演等が行なわれた。

‐

茜

ｚ
今

九州支部連合会，役員会および大会

九州支部連合会では去る10月27日午後4時から佐賀市

において役員会を，また翌28日には林学会九州支部総会

と共に第8回総会を，佐賀大学教育学部講堂において開

催した。大会は佐賀県林務課長藤田宗美氏の開会の辞に

始まり，日林協支部連合会長代理川崎修吾氏，および林

学会九州支部長佐藤敬二氏の挨拶,来賓(佐賀県副知事
宮副新一氏，日林協松原専務，日本林学会副会長坂口勝

美氏，日本木材加工技術協会九州支部長渡辺治人氏）の

祝辞ののち，それぞれ総会を挙行した。日林協支部連合

会は藤田宗美氏議長となり，役員の選悶，収支決算報告

収支予算案等を議決した。

総会終了後佐賀大学農学部教授横尾多美男博土の「林

業と土壌線虫について」の特別講浪があり，また午後は

林学会九州支部会員の研究発表，翌28日は有田窯業およ

び有田郷森料組合を視察して大会の行事を終った。

関西支部連合会役員

会長豊永光大阪営林局長

副会長小竹二郎奈良県林務部長

〃大林利雄大阪営林局経営部長

常任委員常深泰彦大阪営林局監査課長

〃安部信和〃計画課長

〃小沢三郎〃利用課長

′ノ矢野正治京都府林務課長

〃屋根義信奈良県林務部計画普及課員

一

《
訓

む

支 部動静

東北支部連合会総会

日本林学会第7ろ回大会が岩手大学農学部の創設60周年
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四 手井綱英京都大学教授

四手井綱英京都大学教授

矢野正治京都府*鰯課長

河田弘林試関西支場土壌研究室長

野崎伸三石川県林務課員

増井義雄福井県林務課長

倉田了三重県林務課長

金井清吾滋賀県林務課長

小和田広大阪府林務課員

堀内勇作兵庫県林務課員

山際操和歌山県林業課員

高橋正夫島根県農林部次長

小畠俊吉鳥取県林務課長

大月精次郎岡山県治山課長

長井英照広島県林務部長

坂本淳山口県林政課長

高橋胤一三重大

池田茂鳥取大

中村貞一島根農大

山崎次男京都府立大

青砥厳監査課監査官

長尾守監査課員

事

員
員
員

摩
華
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

常
監
委

幹

九州支部連合会役員

願問佐藤敬二九州大学教授林学会九州支部長

会長森田進熊本営林局長

副会長中馬尚宮崎県林務部長

ノノ山添糖三鹿児島大学教授

常任委員渡辺貞敏熊本県支部長（雌林部次長）

〃荒武敏憲鹿児島県支部長

〃川崎修吾熊本営林局経営部長

〃片山佐又林試九州支場長

監査委員堀田正次福岡県支部長（林務部園

〃北田五郎熊本営林局監査課長

委員森田進熊本営林局長

〃藤田宗美佐賀県支部長（林務課長）

〃有賀美彦長崎県支部長（林務課長）

〃宮川象三大分県支部長（艇林部次長）

〃中馬尚宮崎県支部長（林務部園

〃稲吉克明九州大学支部長

〃青木信三宮崎大学支部長

〃山添精三鹿児島大学支部長

〃鈴木慶治熊本営林局事業部長

〃山口武熊本営林局造林課長

〃菊池啓九州林木育種場長

一
℃

－

0

～

I
私たちの森林

《
↑

－もくろく内容－

私たちの生活と森林8．艇家のくらしと森林

日本の森林のありさま9．森林からとれるもの

森林のはたらき10．木材が山から町へ出るまで

森林のすがた11．木材.の使いかた

木はどのようにして育つか12．進んだ木材の使ﾚ､かた

森林のつくりかた13．木材はまだまだ必要です

森林をそこなうもの14．私たちの手で美しい豊かな森林を

1． 患

判A5ワ
ー

140ページ

申
■
ｅ
●
●

３
４
５
６
７

写真 110

図90枚

定価￥200

幸60）(〒

日本林業技術協会 振替東京60448
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新 しい．／森林家必携〃
第8回林業技術賞授賞
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初め家庭生活に必要な篭気器具も一応そろっている。経

済的にもある程度の貯えはできるし，苦しくはない。ち

っとも悪い条件はないと思うのだが，どうして農家へ嫁

に来る人がいないのだろうか，かんじんの農家の娘さん

さえ都会に出てサラリーマンの詞雇に入ることを結婚の

第一条件に考えているのは全く不思議でしょうがない」

とこれはある農家の青年が嫁不足の現象について語った

ことばである。全くもってその通りである。われわれサ

ラリーマンが結婚はしても一家を支えていくのにきゅう

きゅうとしてし､るのに比べれば》収入もいいし，安定し

た生活ができるにちがいない。だが，何か忘れてはいな

いだろうか。大きな家，作業機械，立派な家具調度それ

だけが問題なのではなかろう。そこに住む人々とその間

のつながりほどうなっているのだろうか。

それを一番よく知っているのは，農山村の人たち自

身，都会で働くことにあこがれ嫁ぎ先を都会に夢みる若

い人々であろう。

腱林業の労働力不足という現象の遠困としてこんなこ

とも考えられると思うのである。（八木沢）

会務報告

◇第8回編集委員会

11月1日午後2時から本会和室会議室で開催

出席者猪瀬，辻，松原，石崎の各委員と本会から松

原，橋谷，八木沢，中元。

きのう・きょう・あした

農山村文化の向上という言葉をよくきく，その方面を

地盤とする政治家はロが酸ばくなるのではないかと思わ

れるほど演説のネタにするし，また住民自身も事あるご

とに，行事という行事はこのスローガンさえかかげれば

名目が立つとでも思っているかのように，乱用といって

もいい過ぎでないほど使って来たようである。

ところで農山村文化の向上とはどういうことなのだろ

うか，政治家のいう鉄道を敷設し，道路を造り橋を架け

ることもその一つであろう。また一頃はやったカマドを

初め台所の改良，電化などもそうであり，青年団主催の

映画演劇の夕べ，料理の講習会などというのも，ある意

味では役に立つことであったろう。だがそれだけでこと

足りるものではないはずである。

「農山村」という形容詞をかぶせ，向上させ，改善すべ

き特有の釜もの、永い間培かわれてきた文化があるとす

るならば，その根底をなすものは何であるのか。

あるとするならば，家という観念と家族制度，家の集

団である村という社会の中での生活そのものではないの

だろうか。農山村の生活は最近急激に変わって来てい

る。しかし一旦事ある時に，顔を出して来るのは古い考

え方である。

「近頃の農家は，機械化されて仕事も楽だし，テレビを

－

心
●
■

宰

昭和57年12月10日

林業技術第249号
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創立50周年へ踏み切る新年を祝う

寺崎渡先生を悼む

退任のご挨拶

就任のご挨拶

論説・評論・解説
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新技術の林業への応用

林業におけるアイソトープの利用

根粒菌の利用

治山事業と拡水法

木材の小量成分
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成型木炭その後

家族経営的林業の調査から

造林事業の実態調査から

林業振興基本対策試案

林産物の需給の長期見通しと全国森林計画について

わが国における木材滞要の長期的見通し

林産物の貿易自由化について

第6回アジア大平洋会織の概要
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一北米および中米におけるスラシュマツの品種とその分布区域の地
史的考察

北海道の林業立地から

シベリアマツとそのツギキによる増殖

刈払機使用の調査結果

テーダマツのミドリつぎの実験

定璽施肥機の考案

刈払機の下刈用匁型の改良

荷縛索用索保護具の考案

カラマツ床替期延長方法

中耕除草機の考案

野兎の習性と駆除について

パワーサイヤによる下刈作業

スギ秋まき付床における発芽不良力所の究明

種まき機の考案

チェーンソーの経済性および損益分岐点

刈払機の動力利用目立機考案

スギー代二代林分の成長比較

種苗立枯病の防除試験

技付き全幹集材作業

普及よりみた栗栽培について
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牧野道雄

神定勝浩

石井邦彦

伊佐錐明
橋本英二
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池田充興
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成田一芳

水口尚彦
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五十嵐正太郎

川田豊
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林政を語る

造林技術の諸問題

インタビュー東南アジアの林業技術者に聞く
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随想・随筆

大井川の源流をいく

寺崎博士の長逝を悼みて

寺崎先生の想い出

林業雑感
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林業経営のための大面積森林調査

TVAにおける林業活動の現状
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記
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研究と技術と行政

山官のムード

林業家は業を愛することが最大の目標であろう

水資源を増すには

まぼろし

水不足

林業技術振興法

Y君への手紙

木材の鮮度保持について
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最近の話題
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昭和37年度国有林野事業予算の重要事項

〃〃日ソ貿易交渉始まる

林学賞受賞者の決定

農業祭の開催

日本挙術会議第六期会員推薦候補者きまる

F.Hafner教授来日視察

FAO関係の林業国際会議

全国科学技術団体総連合の動き

昭和38年度国有林野事業特別会計予算要求の織想

林迦巴培に補助金

カラマツ先枯病対策

「欧州における材集機械化と林業問題」Dr.F・Rafmer教授講減
会
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計

参

ノ

新刊紹介
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密植造林

林業土木請負エ事の考え方

期待される早成樹種第2巻
河川水利調整論

包装のはなし

艇家林業経営
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FAO特報

英国の林業振興対策
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第7回林業技術賞受賞業績発表

林業技術賞

第8回林業技術コンテストの開催

林業技術賞

第8回林業技術コンテストの開催

第9回林業写真コンクール入選発表

林業科学技術振興賞を受賞して

第8回林業技術賞

林業科学技術振興賞

第16回通常総会

第10回林業写真コンクール作品募集
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東京都板橘区志村町1-14TEL(901)0813･2917･4813

錘蕃

鐸
_L己



’

U

■

I

○フリーストレス(FS)加工
‐

－回

〆旬
0

11ケ

興國鋼線
本社東京都中央区宝間

工場東京・

？'

ら

A I

東京都中央区宝町2の3電話東京(561)代表2171

東京・大阪・新潟
エ

＝〃

当 社の誇る特殊ロープ
＝

サンーローフ◎
ｽﾀー ﾛー ﾌ鰺

冒一弓
一一

＝＝

ﾗ〃
~

う参 用途

林業機械用

鉱山索道用
土木建設用

＝

ﾗー
愚

霧

一一一
と
》

" ＝

＝

二＝

≦髪

本社大阪市北区中之島2－18篭(23)5951代

営業所東京都中央区日本橋江戸橋1~3電(281)3151代
、



一幸守宅凸甸 舎就歩宅郡J･宕言三一みち一一 堅さ…●

■

11

F

’
h

寡・量

5馬力）

600"脆）

一ビス

《
似
．ら

■
堅
ら
・
己
自
』

ら
。
ｐ
も

’② 臺士室工業株式薑紅
東京都千代田区丸ノ内2－18（内外ビル）
機械部新宿区角筈2－73（東富士ビル）
電話東京（371）4111～4

C-ISID"

事1~回や葬一‐こ＝習剴～ ■一－串､鼻＝I延寺＝‐－－9b＝ 辱三寺言．一一L＝壷 ｰ一一一

一

さ
〃

田
■
日



一ろ

＆

I 聖

壼

貝

:I凸

〃
》
●

一
分

分
里
■
Ｑ
課

_■

ソンエ

聯
一

ｔ
‐
スー

ム
ロ
・
や
ｑ
・
日
ロ
為

●

一

写

可一今一一

丸山式クライスカツター
轡
●
朝
げ
ｆ
ｖ
４
￥
と

南星式集材機

営業
’
１
１
１
１

６
０
■
〃
。
・
０
Ⅱ
日
■

■
旬
ｏ
卜
・
曲
１
日
叫

凸
９
１
０
９

、

ロ
叩 目

ワイヤロープ(朝日･暁）。集材機並に架線器具瀕(南星･岩手富士）
ルエンジン(久保田･スチール）・ガソリンエンジン(ブ.オルクスワ
ドイツ製スチールチエンソー・フランス製トラクテル(チルホール）
ライスカッター⑥チッパー･木工機(太平）・大和電機篭動工具

-9鳧1万茜
・丸山式ク

、

山林用機械専門店 ａ

二画一

〆～

東京都中央区越前堀1丁目3番地TEL(551)7664～5､
心

本社大限支店福岡＝広島出張所松山・熊本・宮崎・鳥取・福井
'凝預yま麩品習輿…縄騨謬琴壺騨芦嘩冒霧鐸認悪…聯謹蕊隠潭鈩｡．』孵錘.竪､,郵宅『領主屋錘…藍if‘；扉理蕊易 、6｡

息、

’

Ｉ
一

4

＄．
ｰ

ｒ
ｑ
４
△
ａ
４
日

ｺ
ヨ



～

扉雨藁ﾃえ嗣可
9

２

１
１
１
！

(鋸屑・バター等を利用して下さい）

I

増

(新しい企業）
．
■
■
■
皿
Ｅ
召
。
■

？

△

■

１

１

■

Ｌ

時は今.ノ
＝．

《
新考案と発明を雄緒した完ぺきの特許新木炭製進槻械及
炭化装錘／原料は蝿府、バター、籾緩等僻でもよい｡(薬
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発
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発
全森連指定機種

蓮

●造林木、中f至木等の処理
・ソーをはじめ、ホームラ

600Dは、あらゆる伐木
します。

のチェンソーエンジンには
スォーガーの各アタッチ
●このほか姉妹機として椎
コン〆寺クトBG-1、B

に
イ
作

』‐

、

〆

して椎溌廉ｲ面の国産刈払・極穴掘機
1～BG-51力『あります。

』カタログ進呈致します

日本総代理店

,三國商工株式會社
本社：東京都千代田区神田田代町20

電話代（291）3241

営業所：大阪・名古屋・札幌
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再●
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守口●

匡司 林業界の合理化を決定上 す る業 界
■■■■

邪功インチ
マツカラー99型チェンソー

エンジンを使用しますので

あらゆる木寄集材を工場作・

業に驚異的な力を発揮し、

2名で容易に移励出来る程

の軽量です。
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